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主 な 内 容

市の人口／69,706人（－45人）
　　　男／34,085人（－20人）
　　　女／35,621人（－25人）
世 帯 数／26,430世帯（－７世帯）
　　　　平成22年２月１日現在
　　　　　　  ～外国人登録を含む～

◦ちちぶ定住自立圏構想を推進しています！…………… ❷・❸
◦新型インフルエンザ予防接種のお知らせ…………………… ❹
◦４／18㈰秩父市議会議員一般選挙…………………………… ❻
◦高齢者や障がい者を災害から守る取り組みを始めます…… ❼
◦今年も“春色の絨

じゅうたん

毯”広げます！羊山公園「芝桜の丘」 … ❽・❾
◦国際交流ニュース……………………………………………… �
◦お知らせのページ………………………………………… �～�
◦子どもの具合が悪いときの上手なお医者さんのかかり方…… �

浦山地区で木製オブジェのまちおこし
毛

け

附
つ け

トンネル出口に、獅
し

子
し

頭
がしら

や動物の木製オブ
ジェが飾られています。高齢化や人口減少が進
む浦山を元気にしようと、同地区に住む中山登
喜夫さん（写真左）と松永忠男さん（同右）が制作
しました。二人が参加する「獅子の里アートク
ラブ会」では、周辺で花の植栽も行っています。



2010年3月号

　

人
口
５
万
人
程
度
以
上
の
市
を
「
中

心
市
」
と
し
て
、
そ
の
周
辺
市
町
村
を

含
む
地
域
が
圏
域
を
形
成
し
、
そ
の
圏

域
内
で
医
療
や
雇
用
、
交
通
と
い
っ
た

機
能
を
役
割
分
担
し
、
連
携
さ
せ
て
、

圏
域
全
体
で
生
活
機
能
を
確
保
す
る
構

想
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
市
町
村
単
独
で
は
実

施
が
困
難
な
事
務
は
、
広
域
市
町
村
圏

組
合
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
広
域
行
政

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
定
住

自
立
圏
構
想
は
、「
広
域
行
政
の
発
展

版
」
と
も
言
え
る
制
度
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
の
減
少
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
行
政
課
題
の
高

度
化
に
よ
っ
て
、
今
後
の
行
政
運
営
は

難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
自
治
体
が
単
独
で
事
業

を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
連
携
す
る

こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
事
業
を
行
え

る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

秩
父
地
域
で
は
、
昭
和
45
年
４
月
に

「
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
」
が
発
足

し
、
ご
み
処
理
や
消
防
な
ど
単
独
の
自

治
体
で
は
実
施
が
難
し
い
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
広
域
行
政

で
行
う
事
業
は
、
構
成
市
町
村
全
て
の

合
意
と
複
雑
な
手
続
き
を
経
な
い
と
実

施
で
き
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
定
住
自
立
圏
構
想

で
は
、
全
て
の
自
治
体
が
参
加
し
な
く

て
も
、
中
心
市
が
個
別
に
各
町
と
協
定

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事

業
を
連
携
し
て
行
う
ま
で
の
手
続
き
が

比
較
的
簡
単
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
秩
父
市
と
周
辺
４
町
で
は
、

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
構
想
を
進
め
て
い

く
た
め
、
地
域
住
民
の
代
表
の
方
と
担

当
職
員
で
構
成
す
る
政
策
分
野
別
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
左
図
参
照
）を

設
置
し
、
先
進
事
例
の
視
察
や
専
門
家

を
交
え
て
の
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、
ち

ち
ぶ
定
住
自
立
圏
の
将
来
像
や
、
協
定

に
基
づ
い
て
推
進
す
る
具
体
的
な
取
り

組
み
を
協
議
中
で
す
。

周辺の町と協力して
　「住んでよし、訪れてよし」

のまちを目指します！
ちちぶ定住自立圏構想を推進しています！

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
？

　

市
で
は
、
横
瀬
町
・
皆
野
町
・
長
瀞
町
・
小
鹿
野
町
と
と
も
に
「
ち
ち
ぶ
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し
て
、
秩
父
地
域
全
体
の
生
活
機
能
を
確
保
し
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

な
ぜ
定
住
自
立
圏
構
想
が

必
要
な
の
？

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
検
討
を
し
て
い
ま
す

定住自立圏構想を推進するためのワーキンググループの位置関係
考え方 ワーキンググループの分野

（外部の住民）
ちちぶに行こうと
思わせる

（内部の住民）
ちちぶの中で楽し
もうと思う

ちちぶを訪問する
きっかけをつくる

ちちぶに友だちを
呼ぼうと思う

ちちぶの生活もな
るほどいいなと思
わせる

ちちぶの生活もな
かなか良いよと言
える

ちちぶに住んでも
（＝家を買っても）
良いなと思わせる

他の地域よりもち
ちぶで暮らそうと
思う

ちちぶの雇用を確
保する

ちちぶの中で働き
たいと思う

ちちぶに
定住する人
が増える

ちちぶに
残る人が
増える

※このイメージ図は現時点のものです。ワーキンググループは、協
定案、共生ビジョン案の作成を目的としているため、議論の進み
具合によって分割、統合、廃止があり得ます。

観光連携

医療・福祉

環　境

産業振興

教　育

←人材育成（生涯教
育）の要素も視野
に入れて検討

インフラ整備による
都市機能の強化

都市住民との
交流促進 地産地消

公共交通 情報
ネットワーク

ジ
オ
パ
ー
ク
（
全
分
野
に
対
応
）

※
次
ペ
ー
ジ
参
照　
　
　
　
　

広
域
行
政
と
は
ど
こ
が
違
う
の
？
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す
で
に
秩
父
市
お
よ
び
４
町
の
議
会

の
承
認
を
い
た
だ
き
締
結
し
た
協
定
項

目
を
含
め
て
、
現
在
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
生
活
機
能
の
強
化
を
は

じ
め
と
し
て
、
圏
域
内
の
結
び
つ
き
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
人
材
育
成
な

ど
に
よ
る
圏
域
に
お
け
る
経
営
能
力
の

強
化
な
ど
、
左
表
に
掲
げ
る
19
項
目
の

協
定
項
目
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
を
推
進
し
て
い
く

な
か
で
、
例
え
ば
秩
父
地
域
の
優
れ
た

地
質
・
地
形
・
歴
史
・
文
化
な
ど
を
保

全
・
活
用
し
、
大
地
に
親
し
み
、
人
と

地
球
の
こ
れ
か
ら
の
関
係
を
考
え
る

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
い
う
新
し
い
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
圏
域
が
一
丸
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
た
め
の
事
業
も
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秩
父
地
域
は
魅
力
あ

る
地
域
資
源
が
多
く
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
貢
献
度
の
高

い
地
域
で
す
。
財
政
的
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
定
住
自
立

圏
構
想
に
よ
る
国
か
ら
の
支
援
を
十
分

に
活
用
し
、
市
で
は
「
中
心
市
」
と
し

て
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
ふ
る
さ
と
創
造
課
Ａ
22
Ｃ
２
８
２
３

日
本
で
は
11
地
域
が
「
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
、
こ
の

う
ち
有う

珠す

山ざ
ん

、糸い
と

魚い

川が
わ

、島
原
は
「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
秩
父
地
域
は
、
長
瀞
町
の
岩
畳

や
皆
野
町
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
、
小
鹿

野
町
の
「
よ
う
ば
け
」
な
ど
優
れ
た

地
質
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
財
産
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
１
市
４
町
で

連
携
し
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

!

検
討
中
の
協
定
項
目

取
り
組
み
の
例

巨大なポットホール（皆野町）

岩畳と秩父赤壁（長瀞町）

ようばけ（小鹿野町）

NO. 協　定　項　目 協　定　内　容

１ 医師・医療スタッフの確保およ
び負担軽減

秩父圏域の医師・医療スタッフの負担軽減を図るため、需
要を調査・検証して、関連する事業を合同で実施する。

２ 救急医療体制の充実
秩父圏域における救急医療体制を充実させるため、需要を
調査・検証し、秩父郡市医師会や医療系大学との連携、医
療スタッフのサポート体制の確立などを合同で実施する。

３ リハビリテーション体制の確立
秩父圏域におけるリハビリテーション体制を確立するた
め、需要を調査・検証し、公立病院や私立病院、医療系大
学との連携を行い、事業を合同で実施する。

４ 住民を対象とした保健福祉事業
の充実（検討中）

住民を対象とした保健福祉事業を充実させるため、合同で取
り組むことが効果的・効率的と認められた事業を実施する。

５ 子育て支援および児童福祉の充
実（検討中）

ファミリー・サポート・センターなどの需要を調査・検証し、
必要と認められる事業を合同で実施する。

６ 生涯学習の充実（検討中） 生涯学習の機会を充実させるため、生涯学習事業の実施や
広報、学習施設の整備・運営を行う。

７ 保護者の学習に関する事業の合
同推進（検討中） 保護者の学習に関する事業を合同で実施する。

８ 滞在型観光の促進（検討中） 既存事業の見直しを行ったうえで、広域型観光ルートの整
備や観光客誘致宣伝活動を行う。

９ 外国人観光客の増加（検討中） 外国人向けの観光ルートの整備や外国人観光客の受入体制
を充実させる。

10 秩父まるごとジオパークの推進
（検討中）

秩父の地質資源等を活かした秩父まるごとジオパーク構想
を推進するために、協議会を設置して計画を策定し、ジオ
サイトを結ぶ散策コースの設定などジオツーリズムの整備
を行う。

11 圏域内企業の支援体制の充実
（検討中）

事業者や創業希望者を対象にコーディネータを派遣し、経
営課題等に関する診断、助言等の一貫した支援を行うため
の産学官連携コーディネート事業を合同で実施する。

12 有害鳥獣対策（検討中） 有害鳥獣に関する情報交換や対策の研究を行う。

13 ちちぶ環境保全の推進（検討中） 新たな環境保全に関する総合的な計画を合同で策定し、そ
れに基づく事業を実施する。

14 誰もが利用しやすい公共交通の
推進（検討中）

圏域における公共交通の需要を調査し、検証することによ
り、誰もが利用しやすい公共交通ネットワークの再構築に
取り組む。

15 秩父圏域情報化の推進
デジタル・デバイドの解消、情報ネットワーク化を秩父圏
域で推進するために、「秩父圏域情報化推進計画（仮称）」
を合同で策定する。

16 地域情報共有システムの構築準備 秩父圏域内の防災・防犯情報等の提供システムの活用や運
用を研究する。

17 圏域外の住民との交流および移
住促進

圏域外の住民を多く受け入れるため、子ども農山村交流プ
ロジェクトなどの交流推進事業、移住交流推進事業などを
合同で実施する。

18 秩父圏域における水道事業の運
営の見直し

秩父圏域における水道事業の運営のあり方について、再検
討を行う。

19 人材育成等 圏域外の専門家の招へい等を行う。また、秩父圏域の職員
の合同研修も実施する。

ちちぶ定住自立圏を形成するための協定項目（検討中のものも含む）

市報ちちぶは、町会、区の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。3



2010年3月号

　

市
内
に
は
、
あ
ち
こ
ち
に
雑
草
の
生

い
茂
る
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
あ
り
ま

す
。
遊
休
農
地
の
増
加
は
、
農
業
就
業

者
の
大
幅
減
少
、
高
齢
化
、
農
産
物
価

格
の
低
迷
な
ど
が
原
因
で
す
。
農
業
だ

け
で
は
生
活
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
秩
父
の
農
業
に
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。
桑
畑
を
そ
ば
畑
に
変
え

て
き
た
荒
川
地
域
で
の
「
そ
ば
」
に
よ

る
地
域
お
こ
し
、
た
っ
た
一
人
の
お
年

寄
り
が
守
っ
て
き
た
「
太た

い

白は
く

さ
つ
ま
い

も
」
の
ヒ
ッ
ト
や
お
菓
子
の
製
造
、「
切

り
干
し
い
も
」の
生
産
、最
近
で
は
大
豆

「
借
金
な
し
」の
栽
培
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

果
樹
で
も
、新
種
ぶ
ど
う
の「
ち
ち
ぶ

山
ル
ビ
ー
」、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、カ
ボ
ス

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

お
り
、「
秩
父
ブ
ラ
ン
ド
」の
開
発
が
今

後
の
秩
父
の
農
業
を
育
て
て
い
く
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。
地
元
産
の
農
産

物
の
利
用
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育

に
役
立
ち
、
地
元
産
小
麦
か
ら
の
パ
ン

づ
く
り
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

③ 

農
地
を
守
る
～
秩
父
ブ
ラ
ン
ド

開
発
と
地
産
地
消
～

Th
e 

P
ro

te
ct

io
n
 o

f 
N

a
tu

ra
l E

n
vi

ro
n
m

en
ts

 in
 C

h
ic

h
ib

u

　

遊
休
農
地
を
作
ら
な
い
た
め
に
も
、

農
作
物
の
地
産
地
消
は
大
切
な
取
り
組

み
で
す
。
新
た
な
作
物
の
栽
培
や
農
商

工
連
携
な
ど
、
地
域
内
で
生
産
・
加
工
・

販
売
の
一
連
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
元
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
は
、
農

業
者
を
地
域
内
で
支
え
、
あ
わ
せ
て
農

地
を
活
か
し
、
環
境
保
全
効
果
も
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
地
元
産
の
農

産
物
消
費
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
農
業
振
興
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
０

大豆「借金なし」枝豆の収穫

　接種可能な医療機関に必ず事前に予約を
してから受けてください。ただし、１歳未
満の乳児の場合は医師にご相談ください。
◆次に該当する方は、申請により、新型イ
ンフルエンザ予防接種の費用が補助され
ます。

○市民税非課税世帯の方
○生活保護世帯の方
○中国残留邦人等支援受給者の方
◆すでに新型インフルエンザ予防接種を済
ませた方および３月₃1日㈬までに接種を
受ける予定の方は、次の申請をすると支
払った予防接種の費用が補助されます。
申請に必要な書類等
　領収書（原本）、医療機関で発行される
接種を受けたことが証明できる書類（写し
可）、印鑑および通帳（申請者のもの）
※生活保護世帯の方は受給証または受給証

明書、中国残留邦人等支援受給者の方は
本人確認証をご持参ください。
申請期限　３月₃1日㈬（期限厳守）
Ｅ・Ｄ秩父保健センター☎２２－０６４８
　吉田保健センター☎７７－１１１２
　大滝保健センター☎５５－０１０２
　荒川保健センター☎５４－２２３１

　市では、「環境立市 ちちぶ」を目指して、
新たな行動を起こします。　　
　そこで、環境保全や地球温暖化対策に積
極的に取り組んでいる団体や企業の皆さん
に情報をお寄せいただき、その情報をもと
に取り組みの内容を発表する機会を設け、

「環境立市 ちちぶ」へ向けて、皆さんと一
緒に活動していきます。
取り組みの実施例
○マイバッグ運動　○地域の清掃活動
○ＩＳＯの取得　　○植林
などの幅広い活動内容となります。
情報提供方法
　下記にお問い合わせをいただくか、市Ｇ
から様式をダウンロードし、メール、ＦＡ
Ｘ等で３月31日㈬までにお寄せください。
Ｅ・Ｄ地域エネルギー・環境対策課
　☎２２－２３７８ Ｂ２２－２３０９

どなたでも受けられる
ようになりました！

教えてください！

～新型インフルエンザ予防接種～

環境保全や温暖化対策の取り組み
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市税等の納め忘れはありませんか？
　市税等（市県民税、固定資産税・都市計画税、
軽自動車税、国民健康保険税）の通常の納期限は、
３月１日をもってすべて期限となりました。納付
を忘れた市税がないか、ご確認ください。
Ｄ収納課　☎２２－２２１０

ご寄附ありがとうございました
　次の方々から、ご寄附をいただきました。
　温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成22年１月）
◎社会福祉のために

▼12日、秩父工芸会新春チャリティー作品展有志
の会様から10,000円

▼19日、宗福寺様（井上周二住職）から20,000円

▼20日、中央公民館市民ダンスパーティー実行委
員会様から17,217円

▼25日、秩父看護専門学校文化祭実行委員会様か
ら110,656円

◎児童福祉事業等のために

▼25日、埼玉県信用組合協会様（鈴木洋一会長）
　から87,496円

日 月 火 水 木 金 土
３/７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 ４/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

市長　久喜　邦康

以
和
為
貴

「
和
を
以も

っ
て
貴た

っ
と

し
と
な
す
」

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
本
格
的

な
春
を
目
前
に
、
秩
父
路
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
の
開
花
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
つ
ぼ
み
も
次
第
に
膨ふ

く

ら
み
始
め
、
街
を
行
き
交
う
人
た
ち
の
足
取
り
も
心
な
し
か

活
気
づ
い
て
き
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
か
ら

気
象
庁
は
桜
の
開
花
予
想

の
発
表
を
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
民
間
の
気

象
事
業
者
も
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
国
と

し
て
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
が
主
な
理
由
だ
そ

う
で
す
。

　

国
と
民
間
と
で
適
切
な
役
割
分
担
を
す
る
、
こ
れ
は
地
方

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
私
は
か
ね
て
か
ら
行
政
の
仕
事
も

民
間
に
任
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
民
間
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。「
民
間
活
力
の
導
入
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
は
、
相
当
以
前
か
ら
行
政
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
国
や
地
方
が
財
政
的
に
困
窮
し
て
い

る
現
在
、
こ
の
こ
と
は
新
た
な
手
法
と
し
て
、
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
環

境
問
題
が
叫
ば
れ
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
同
時
進

行
す
る
社
会
へ
突
入
し
て

い
く
中
、
い
か
に
よ
り
良

い
地
域
を
創
り
出
す
か
、
市
民
も
企
業
も
各
種
団
体
も
行
政

も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
共
助
の
心
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
住
み
よ
い
豊
か
な
秩
父
市
づ
く
り
に
邁ま

い
し
ん進

し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

～
共
助
の
心
～

と　　　　き と　こ　ろ
３月19日

㈮
午前９時～10時 荒川総合支所
午前11時～正午 市役所本庁舎１階

４月21日
㈬

午前９時～10時 吉田総合支所
午前11時～11時30分 市役所本庁舎１階

※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
Ｄ秘書課　☎２２－２２０１

３・４月の市民課窓口は大変混み合います。住民票・印鑑証明書の発行は土・日の窓口でも
行っていますので、ご利用ください。!

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休日窓口（注 ）
３月11日・25日

４月８日 ３月28日 ３月28日を除く
土・日曜・祝日

午後５時15分～
７時15分

午前８時30分～
午後５時15分

市民課・保険年金課・こども
課・収納課 市民課（総合窓口）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課

税証明書等の発行
③転入、転出、転居届等の受付
④印鑑登録および印鑑証明書の発行
⑤納税と納税相談の受付
⑥国民健康保険、国民年金、高齢

者医療に関する業務
⑦保育所、児童手当、子育て支援

等に関する業務
⑧パスポート交付業務
　（最終日曜窓口では午前９時～午後４時30分）

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑

証明書や所得課税証
明書等の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行

いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

市
Ｈ
Ｐ
「
市
長
ブ
ロ
グ 

～
よ
う
こ
そ
！ 

市
長
室
へ
～ 

」
鋭
意
更
新
中
！　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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2010年3月号

新
規
の
場
合　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
養
し
て
い
る
方
は
、
会
場
で
鑑
札
と

注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
費
用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

投
票
日
お
よ
び
投
票
時
間

 

４
月
18
日
㈰
午
前
７
時
～
（
終
了
時

刻
は
投
票
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

投
票
所
入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

投
票
で
き
る
方　

日
本
国
籍
を
有
し
平

成
２
年
４
月
19
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
本
年
１
月
10
日
ま
で
に
秩
父
市
に
住

民
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に
居
住

し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

投
票
所
入
場
券　

記
載
内
容
を
確
か
め
、

個
人
ご
と
に
切
り
離
し
、
本
人
の
入
場

券
だ
け
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

市
内
転
居
者
の
投
票　

４
月
１
日
以
降
、

市
内
転
居
の
届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
旧
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票　

い
ず
れ
の
期
日
前
投
票

所
で
も
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を

持
参
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
の
場
合

■
費
用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
ご

希
望
の
方
は
秩
父
保
健
所
（
Ａ
22
Ｃ

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
生
活
衛
生
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
３

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
２

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
３
９
３
９

と　

き　

４
月
12
日
㈪
～
17
日
㈯
午
前

８
時
30
分
～
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

本
庁
舎
４
階
会
議
室

お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

選
挙
公
報
の
配
布　

朝
日
・
埼
玉
・
産

経
・
東
京
・
日
経
・
毎
日
・
読
売
の
朝

刊
に
折
り
込
み
ま
す
。（
他
の
新
聞
を

購
読
の
方
、
未
購
読
の
方
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
、
各
総
合
支
所
お
よ
び

各
公
民
館
に
お
い
て
も
配
布
し
ま
す
。）

※
開
票
速
報
を
メ
ー
ル
に
て
配
信
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
「
よ
い
ま
ち
モ

ニ
タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
Ｇ
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
（
Ａ
０
１
８
０
Ｃ
９
９
４
Ｃ

９
３
４
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

Ｄ
選
挙
管
理
委
員
会
Ａ
22
Ｃ
８
２
０
０

４／13㊋ ▼５／1₉氺

犬の登録と
狂犬病予防注射を実施

犬の所有者は、狂
犬病予防法により、
その犬の登録と毎
年１回の予防注射
が義務づけられて
います。

平成22年度　犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧
○秩父本庁管内会場 ○大滝総合支所管内会場
月　日 会　　　　場 時　　間 月　日 会　　　　場 時　　間

４/13㈫ 浦山公民館 10：30～11：30

４/20㈫

吉田和平様宅横 10：00～10：10
久那公民館 13：00～14：30 巣場区防火水槽前 10：15～10：25

 ４/14㈬ 旭町公会堂 10：00～11：30 山中保様宅上 10：35～10：45
影森公民館 13：00～15：00 大達原神楽殿前 10：55～11：05

４/15㈭
大田公民館 10：00～11：30 大輪コミュニティセンター 11：15～11：25
小柱農村集落センター 13：00～14：00 神岡橋横 11：30～11：40
下黒谷運動広場駐車場 14：30～15：30 大滝総合支所 11：45～11：55

４/22㈭ 尾田蒔公民館 10：00～11：30 山中秀人様宅前 13：00～13：10
中蒔田椋神社 13：00～14：30 礒田善代様宅前 13：15～13：25

５/12㈬
高篠公民館 10：00～11：30 小双里公会堂 13：30～13：40
栃谷定峰グラウンド 13：00～14：00 山口喜三様宅入口 14：00～14：10
高篠恒持神社 14：30～16：00 中津川消防器具庫前 14：20～14：40

５/13㈭ 中宮地町公会堂 10：00～11：30 ㈱ニッチツ事務所前 15：00～15：10
中村町ちびっこ広場 13：00～14：30

４/21㈬

三十槌区集会場 10：00～10：10

５/18㈫ 宮崎公会堂 10：00～11：30 小西バス停横 10：20～10：25
原谷グラウンド（文化体育センター隣） 13：00～15：00 大久保区集会場 10：35～10：45

５/19㈬ 秩父保健センター 10：00～12：00 県営二瀬駐車場 10：55～11：05
秩父公園 13：30～15：30 柳田位子様宅前 11：20～11：30

○吉田総合支所管内会場 山中清光様宅前 11：40～11：50
月　日 会　　　　場 時　　間 大木消防器具庫前 12：00～12：10

５/10㈪

上の原集落センター庭 10：00～10：40 大島屋前 12：20～12：30
井上農村集落センター 11：00～11：50 麻生区集会所前 13：40～13：50
旧杉村邸跡駐車場 13：10～14：00 上中尾区集会場 14：10～14：20
阿熊集落センター庭 14：20～14：40 栃本会館前 14：30～14：40
久長農村集落センター庭 15：00～15：20 旅館扇家山荘前 14：50～15：00

５/11㈫
上吉田生活改善センター庭 10：00～10：40 ○荒川総合支所管内会場
塚越区集会所前駐車場 11：00～11：40 月　日 会　　　　場 時　　間
石間交流学習館水車小屋前駐車場 13：20～14：00

４/26㈪

８支部運動広場 ９：30～10：00
※期間中はどの会場でも受けられます。
※雨天の場合でも予定の時間で行います。

荒川大滝分署裏（消防署） 10：30～11：00
上サ区公会堂前 11：30～12：00
セミナーハウス テニスコート駐車場 13：30～14：00
道の駅駐車場（浄光寺側） 14：30～15：00

４/27㈫

荒川公民館 ９：30～10：00
荒川総合支所前 10：30～11：10
若御子神社横観光トイレ前 12：30～13：00
上石原区集会場 13：30～14：00

! 犬も家族の一員です。愛情と責任
をもって、近所の迷惑とならない

よう飼養してください。なお、犬の死
亡・飼い主の住所変更等はご連絡くだ
さい。

秩
父
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

４/18㈰
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ ←QRコード読み取り機能付の

　携帯電話はこちらから
開票速報もＨ配信！

　市では、市の業務について、市民の
皆さんからアンケートによりご意見を
お聴きする平成22年度「広聴サポー
ター」を募集します。
応募資格　市内に在住、在勤または在
学の満16歳以上の方（同一世帯では一
人に限ります。）
定　員　100人以内
応募方法　電話で広報広聴課に申し込
むか、申込書に必要事項を記入して、
広報広聴課または吉田・大滝・荒川総
合支所総務課へ提出してください。郵
送の場合は、広報広聴課（熊木町８－
15）あてにお送りください。
※ＦＡＸ・電子メールによる提出も可。

申込書の様式は市Ｇまたは提出の各
窓口に用意してあります。
申込期間　３月15日㈪～４月15日㈭
Ｄ広報広聴課☎２２－２５０５
　　　　　　Ｂ２４－７２７２

秩父市
広聴サポーター

募
集
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■
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
で
、
在
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方

次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

・
他
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

・
65
歳
以
上
で
新
た
に
手
帳
を
取
得
し

た
方
（
た
だ
し
、
今
ま
で
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
を
除
く
）

手
当
額　

月
５
，
０
０
０
円

■
特
別
障
害
者
手
当

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方

・
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
あ
る
方

・
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が
１

つ
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
年
金
法
２
級
程

度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
方

・
肢
体
不
自
由
で
、
国
民
年
金
法
１
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方

・
内
部
障
が
い
お
よ
び
そ
の
他
疾
患
で

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
絶
対
安
静
の
方

・
精
神
障
が
い（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

な
介
護
が
必
要
な
方

※
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
一
定
期

間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

も
申
請
で
き
ま
す
。

次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

・
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

手
当
額　

月
額
２
６
，
４
４
０
円

　高齢者や身体の
不自由な方は、災
害が発生したとき
に自力で避難する
ことが困難です。
　そこで、皆さん
を災害から守るため、これらの
方に「災害時要援護者」として
登録申請をしていただき、隣近
所など地域の皆さんで協力し合
い、力をお借りして支援する仕
組み（災害時要援護者支援制度）
を始めます。
　この制度では、災害時要援護
者の情報を地域・関係機関で共
有するため、申請者の同意が必
要です。
　３月以降、市から依頼を受け
た地域の民生委員が申請書を
持って災害時要援護者の対象と
考えられる方のお宅を訪問しま
す。登録を希望される方は、必
要事項を記入のうえ、民生委員
に申請書を提出してください。
※民生委員は、法律で秘密を守る

ことが義務付けられています。
Ｄ社会福祉課（庶務担当）
　☎２２－２２１１
　　（内線１１６４）

高齢者や障がい者を
　災害から守る
　　取り組みを始めます

福
祉
手
当
・
福
祉
医
療
費
等
の
ご
案
内

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

対　

象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
１
級
～
３
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方

・
65
歳
以
上
で
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
「
障
害
認
定
」
を

受
け
た
方

◆
自
動
車
等
の
燃
料
費
の
一
部
補
助

対　

象　

市
内
在
住
で
個
人
所
有
の
自

動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
含
）
を
運
転

す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
方

②
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方

③
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
持
つ
知
的

障
が
い
者
と
同
居
し
、
移
動
支
援
を

行
っ
て
い
る
方　
　
　

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

※
秩
父
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
お
よ

び
難
病
患
者
通
院
交
通
費
補
助
金
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

補
助
額　

使
用
燃
料
１
ℓ
に
つ
き
50
円

（
１
か
月
の
補
助
対
象
量
は
、
自
動
車
30

ℓ
、
バ
イ
ク
10
ℓ
が
限
度
と
な
り
ま
す
。）

申
請
に
必
要
な
書
類

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
自
動
車
検
査
証
か
標
識
交
付
証
明
書

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

対　

象　

自
動
車
等
燃
料
費
補
助
を
受

け
て
い
な
い
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～

３
級
の
方
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
の
方
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

交
付
枚
数　

１
年
度
24
枚

利
用
方
法　

１
回
の
利
用
に
つ
き
１
枚
を

使
用
し
、
初
乗
り
基
本
料
金
を
補
助

※
４
月
１
日
以
降
、
平
成
21
年
度
分
の

利
用
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

残
券
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

Ｅ
４
月
１
日
㈭
か
ら
手
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
社
会
福
祉
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
５

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

◆
無
料
敬
老
入
浴
券
を
交
付

対　

象　

市
内
在
住
満
65
歳
以
上
の
方

利
用
施
設　

ク
ラ
ブ
湯
・
た
か
ら
湯

申
込
開
始
日　

４
月
１
日
㈭
か
ら

※
平
成
22
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
方
は
、

そ
の
時
点
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
・
Ｄ
高
齢
者
介
護
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
５

※
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
手
当
、
医
療
費
を
す
で

に
受
給
中
の
方
は
、
新
た
に
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

!

今月の防災・防犯話し合いテーマ
『いざという時の避難場所を知っておきましょう！』（防災ハンドブックＰ４～Ｐ６参照）7
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今
年
も
「
芝
桜
の
丘
」
は
、
開
花
期

間
中
、
有
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
園
料
は
、
芝
桜
の
植
栽
地
お
よ
び

周
辺
整
備
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期　

間　

４
月
１
日
㈭
～
５
月
10
日
㈪

（
各
日
：
午
前
８
時
～
午
後
５
時
）
ま

で
の
う
ち
花
の
見
ご
ろ
の
期
間

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
無
料
と
な

り
ま
す
。（「
芝
桜
の
丘
」
の
入
園
券

販
売
場
に
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。）

※
「
一
般
」：
中
学
生
お
よ
び
こ
れ
に

相
当
す
る
方
を
除
く
満
15
歳
以
上
か

ら
75
歳
未
満
の
方

※
「
団
体
」：
入
園
料
を
支
払
う
入
園

者
数
が
20
人
以
上
の
方
々

　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
園
内
の
駐
車
場

を
利
用
す
る
場
合
は
駐
車
整
理
料
を
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
園
の
方
に

快
適
・
安
全
に
芝
桜
を
鑑
賞
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
料
金

は
交
通
整
理
や
駐
車
場
警
備
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
ペ
ー
ジ
の
「
秩
父
市
民
羊
山

公
園
内
駐
車
場
利
用
券
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
切
り
取
っ
て
、
駐

車
場
係
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
利
用
券
は
、
交
通
渋
滞
対
策
の

実
施
日
と
各
臨
時
駐
車
場
で
の
ご
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

!

今年も“春色の絨
じゅうたん

毯”広げます！

羊山公園「芝桜の丘」羊山公園「芝桜の丘」羊山公園「芝桜の丘」

開
花
期
間
中

「
芝
桜
の
丘
」
は
有
料
と
な
り
ま
す

羊
山
公
園
内
の
駐
車
場
も

有
料
に
な
り
ま
す

秩父路の春の名所「芝桜の丘」は、
今年も９種類40万株以上の可

か

憐
れ ん

な花々が
皆さんのお越しをお待ちしています。

「芝桜の丘」入園料

区　分 個　人 団　体

一 般 ₃00円
１人につき

250円
市 外75歳 以 上 250円

市 民75歳 以 上 無　料

中 学 生 以 下 無　料

※75歳以上の方は、入園券販売窓口に、住所・
年齢等が確認できるものを提示してください。

有
料
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
５
月
10
日
㈪

（
各
日
：
午
前
７
時
～
午
後
５
時
）

駐
車
整
理
料

※
花
の
見
ご
ろ
の
期
間
と
な
る
４
月
10

日
㈯
～
５
月
５
日
（
水
・
祝
）
は
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
の
た
め
、
大
型
バ

ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
予
約
に
よ
る

駐
車
場
運
営
を
行
い
ま
す
。
予
約
し

て
い
な
い
場
合
の
駐
車
整
理
料
は
、

大
型
バ
ス
４
，
０
０
０
円
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
２
，
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

Ｄ
公
園
課
Ａ
22
Ｃ
２
６
０
３

バ
イ
ク

乗
用
車
（
軽
含
む
）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

大
型
バ
ス
車　
　
　

種

２
０
０
円

５
０
０
円

２
，
０
０
０
円

３
，
０
０
０
円

料　
　

金

※花の開花状況により、
駐車場有料期間を変更
する場合があります。

※今年は「芝桜の丘」を含め、有料となる公園区域を拡大
しました。これにより、中央口の位置が昨年より手前と
なり、「秩父路の特産市」会場も有料区域内となります。

※対策本部近くの駐車場（Ｐ８）は、身体障がい者専用となります。

「芝桜の丘」周辺概略図
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❷
中
心
市
街
地
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す

る
た
め
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
臨
時
駐

車
場
お
よ
び
公
設
地
方
卸
売
市
場
臨

時
駐
車
場
を
開
設
し
て
、
車
両
を
誘

導
し
ま
す
。
な
お
、
臨
時
駐
車
場
か

ら
は
、
利
用
者
の
た
め
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

交
通
渋
滞
対
策
お
よ
び
環
境
対
策
事

業
（
広
報
・
誘
導
・
警
備
・
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
等
）
の
運
営
費
用
に
あ

て
る
た
め
、
駐
車
整
理
料
の
ご
負
担

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

芝
桜
の
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を

利
用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

　

市
で
は
、「
芝
桜
の
丘
」
を
は
じ
め

と
し
て
、
四
季
を
彩
る
市
内
の
名
所
や

祭
り
の
写
真
を
使
用
し
た
魅
力
た
っ
ぷ

り
の
Ｐ
Ｒ
名
刺
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

使
用
写
真　

芝
桜
の
丘
、
カ
イ
ド
ウ
街
道
、

十
文
字
峠
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
荒
川
そ
ば

畑
、
川
瀬
祭
、
龍
勢
祭
、
大
滝
の
紅
葉
、

秩
父
夜
祭
（
曳ひ

き
踊
り
、
花
火
）

販
売
場
所　

本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
、
吉

田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

価　

格　
３
０
０
円
（
１
セ
ッ
ト
１
０
０

枚
入
り
、
横
版
で
９
種
類
の
写
真
入
り
） 

Ｄ
広
報
広
聴
課
Ａ
22
Ｃ
２
５
０
５

　

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
次
の
８
日
間
を

対
象
と
し
て
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目

的
と
し
た
次
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

対
象
日
（
８
日
間
）

対
策
内
容

❶
羊
山
公
園
内
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路

を
午
前
７
時
～
午
後
５
時
ま
で
車
両

進
入
禁
止
と
し
ま
す
。

除草ボランティア募集
～「芝桜の丘」を皆さんの手で～

芝桜観光ボランティア募集

開
花
期
間
中
に

交
通
渋
滞
対
策
を
行
い
ま
す

４月

24
日
㈯
・
25
日
㈰
・

29
日
（
木
・
祝
）

５月

１
日
㈯
～
５
日（
水
・
祝
）

秩父市役所

　今年も芝桜植栽地内の除草に参
加していただける方を募集します。

活動期間　４月～10月の毎週金曜
日、午前７時～９時（２時間程度）
※第１回は４月２日㈮午前７時に
「芝桜の丘」に集合してください。
Ｅ・Ｄ３月15日㈪から随時、公園
課（☎２２－２６０３）で受付

　「芝桜の丘」における観光案内などの

ボランティアを募集します。

勤務条件　４月３日㈯～５月５日（水・祝）

の午前または午後の半日勤務

※若干の謝礼があります。

募集人数　若干名

Ｅ・Ｄ一般社団法人 秩父観光協会秩父支部

　☎２１－２２７７

※開花期間中の交通渋滞対策のため、交通規制の実施日（８
日間）については、羊山公園内の駐車場は使用できませ
ん。なお、地図中の 附近に警備員を配置しますので、
その指示にしたがってください。

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

好
評
販
売
中
！

〜
秩
父
市
Ｐ
Ｒ
名
刺
〜

「
芝
桜
の
丘
秩
父
市
民
無
料

入
園
券
引
換
券
」
は
、
市
報

４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

!

9
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③

平成22年度

秩父市民
羊山公園内駐車場利用券

芝桜開花期間中　１回限り有効
自家用車（自動車（軽含む）・二輪車）のみ

◆満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。
◆４月24日～５月５日の土・日・祝日（交通対策実施日）は、

公園内一般車両進入禁止のため、ご利用いただけません。
◆この券の複製・コピーによる使用はできません。
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市
で
は
、
今
年
度
か
ら
市
が
発
注
し

た
建
設
工
事
を
優
秀
な
成
績
で
完
成
さ

せ
た
建
設
業
者
お
よ
び
現
場
代
理
人
等

を
表
彰
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
建
設
工
事
の
適
正
な
施
工

お
よ
び
品
質
を
確
保
し
、
技
術
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

※
優
秀
賞
以
外
の
奨
励
賞
に
つ
い
て
は
、

市
Ｇ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｄ
工
事
検
査
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
５

優秀建設工事施工者
優秀建設工事現場代理人等

Ｈ21年度

表彰式

優秀建設工事施工者表彰「優秀賞」
工　事　名 会社・団体名

秩父市立高篠中学校体育館改
築工事

高橋・丸稲特定建設工事共同企
業体（株式会社高橋組・株式会
社丸稲工務店）

上小川橋橋梁架替工事 株式会社山口組
森林管理道大達原線改良工事 株式会社下山工務店

優秀建設工事現場代理人等表彰「優秀賞」
工　事　名 受賞者・会社名

上小川橋橋梁架替工事 浅見知弘 氏　株式会社山口組
森林管理道大達原線開設工事 吉岡賢二 氏　吉岡建設有限会社

廃棄物の不法投棄・
不適正保管は絶対にやめましょう！
不法投棄の禁止
　河川などの公共の土地や他人の土地はも
ちろんのこと、自分の所有地内でも、廃棄
物の投棄や埋込は一切禁止されています。
　また、空き地や山林において、早朝や深
夜に重機の音や不審なダンプの出入りがあ
るなど、不法投棄を行っていると思われる
現場を目撃した際には通報してください。
不適正保管の禁止

産業廃棄物の排出事業者は、廃棄物を処
理または委託するまで、法令上の保管基準に
従って適正に保管をしなければなりません。

※産業廃棄物の保管・処理に関する相談、
苦情などは秩父環境管理事務所（Ａ２３
－１５１１）へ
不法投棄の罰則（廃棄物処理法）

「５年以下の懲役若しくは１千万円以下の
罰金、又はこの併科」
※法人には行為者を罰するほか、さらに

１億円以下の罰金刑があります。
Ｄ一般廃棄物の不法投棄
市役所生活衛生課Ａ２５－５２０２
吉田・大滝・荒川総合支所地域振興課
　吉田Ａ７２－６０８３
　大滝Ａ５５－０８６１
　荒川Ａ５４－２１１４
一般廃棄物の処理相談
秩父広域市町村圏組合業務課
　Ａ２３－２４８９
河川、国道、県道への不法投棄等
県土整備事務所Ａ２２－３７１５
不法投棄・不法焼却等の摘発
秩父警察署生活安全課Ａ２４－０１１０

　秩父地域の自然環境、風土・歴史等の社会環境、文化・民俗芸能
等の専門的な講義や実技を学びます。
対象（定員）
■一般教養講座：一般成人（60人・先着順）
■専 門 講 座：一般成人（各コース15人・先着順）
受 講 料　各講座とも年5，000円
※申込みは原則として本人に限ります。（電話不可）
　申込みの際は受講料を持参してください。
申込期間　４月12日㈪～16日㈮　午前９時～午後５時
Ｅ・Ｄ歴史文化伝承館Ａ２２－０４２０

ちちぶ学セミナー受講生募集！

一般教養講座
分　野 と　き 内　　　　容　【講師】

開 講 式 ５/８㈯ 公開講座：「ふるさと秩父を偲んで」　【日本美術院同人　大野百樹】
自 然 ５/29㈯ 「秩父の地質と風土」　【元県立総合教育センター主任講師　吉田健一】
自 然 ６/12㈯ 「秩父の動物」　【元県立自然の博物館　学芸員　松本充夫】
文 学 歴 史 ６/26㈯ 「秩父における和銅研究　－成果と課題－」　【和銅保勝会会長　若林　好】
ま ち づ く り ７/10㈯ 「読書でまちづくり」　【矢祭もったいない図書館長　金澤　昭】
文 学 歴 史 ７/31㈯ 「秩父のうた　－機織り歌－」　【國學院大學文学部講師　小野寺　節子】
民 俗 芸 能 ８/28㈯ 「秩父の子どもの儀礼・習俗」　【元県文化財保護審議会委員　栃原　嗣雄】
公 開 講 座 ９/11㈯ 「秩父の戦国時代の実像を求めて」　【元県歴史資料館長　梅沢太久夫】
民 俗 芸 能 ９/25㈯ 「正月ごよみ　－伝統行事と民俗的考察－」　【元吉田町文化財保護委員　竹内弥太郎】
文 学 歴 史 10/９㈯ 「秩父札所　33ヶ所から34ヶ所へ」　【秩父市文化財保護審議委員　千嶋　壽】
民 俗 芸 能 10/23㈯ 「祭り・伝統芸能⑻山水と祭礼文化」　【京都大学名誉教授　薗田　稔】
ま ち づ く り 11/13㈯ 「地域の活性化を目指すNPO活動」　【秩父まるごと博物館理事長　中谷　亨】
民 俗 芸 能 １/22㈯ 「環境民俗　－秩父の天気占い－」　【県立歴史と民俗の博物館　柳　正博 】
民 俗 芸 能 ２/26㈯ 「秩父の暮らしに見る　－祓－」　【埼玉県神社庁　学芸員　髙橋寛司 】
閉 講 式 ３/５㈯ 専門講座各コースの研究成果発表

※開講式・公開講座・閉校式の会場はホール。それ以外は研修室２・３
※時間はいずれも午後１時30分から

専門講座
①武蔵武士秩父平氏とその本拠を探るコース ②秩父事件研究コース

講師：東海大学文学部講師　落合　義明 講師：元埼玉県公立中学校教諭　篠田　健一
開講式・公開講座　５月８日㈯　午後１時30分～（ホール）

※５月22日㈯に最初の講義を行い、その後、11月にかけて現地調査･調査報告を
実施。12月末にレポートを各人提出し、１～２月中に講評。閉講式・研究発表
会は３月５日㈯を予定。

主な保管基準
・周囲に囲いを設けること
・掲示板を設けること
・産業廃棄物が飛散、流出、地下浸透しないこと
・ねずみ、蚊、ハエ等を発生させないこと
・保管の高さを守ること
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12
月
12
日
㈯
に
発
売
し
た
10
％
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
有
効
期
限
が

３
月
31
日
㈬
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｗ
チ
ャ
ン
ス
抽
選
会
に
お
い
て
当
選
さ

れ
た
方
に
当
選
者
用
商
品
券
を
発
送
し

ま
し
た
。
こ
の
商
品
券
は
大
型
店
で
は

ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
ち

ら
も
有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈬
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
た
す
け
隊
に
車
が
導
入
さ
れ
、
車

使
用
の
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
通
院
、
銀
行
へ
行
く
な
ど
の
支
援

◆
買
い
物
、
所
用
な
ど
へ
の
同
行

◆
大
き
い
も
の
、
重
い
も
の
の
運
搬

◆
そ
の
他
車
を
使
っ
た
お
手
伝
い

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の
支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
業
部
（
鈴
木
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
24
Ｃ
８
８
５
６
（
月
～
金
曜
：
午

前
10
時
～
午
後
６
時
）

秩
父
商
品
券

当
選
者
用
商
品
券

　

秩
父
市
商
店
連

盟
連
合
会
が
運
営

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
「
ザ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
秩

父
」
が
ウ
ニ
ク
ス

秩
父
内
に
て
営
業

中
で
す
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
品
の
販
売
・
買
い
取
り

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
ウ
ェ
ア
制
作

◆
キ
ッ
チ
ン
用
品
、
輸
入
雑
貨
の
販
売

◆
カ
レ
ー
等
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
販
売

営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

定
休
日　

水
曜
日

Ｄ
ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
秩
父
Ａ
22
Ｃ
０
７
２
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　現在の経済不況下において、市内企
業が直面している現状の把握や意見交
換を行うため、工業系企業等について
市長による企業訪問を行いました。

訪問した企業＜11社＞
・㈱シバサキ　・㈱タイセー　・昭和電工㈱
・㈱アグリカルチャーセンター
・フネンアクロス㈱　・秩父太平洋セメント㈱
・アルバック成膜㈱　・グラファイトデザイン㈱
・㈱中川機器製作所　・㈱ＴＪＭデザイン
・東京電力㈱熊谷支社秩父制御所

入札
契約
方法

契約日
【完成予定日】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込／円）

率
（％）

※
契約業者 工事担当課

指

名

競

争

入

札

1月12日
【3月24日】

中町ポケットパーク新設工事
【中町地内】

6,972,000
︻6,300,000︼ 90．36% 太洋建設㈱ まちづくり課

Ａ25－5217

1月12日
【3月24日】

県営圃場整備（暮坪地区）に伴う配水
管布設替工事【下吉田地内】

7,024,500
︻5,670,000︼ 80．72% 日本施設㈱ 水道部吉田事務所

Ａ72－6085

1月12日
【3月24日】

斉戸・南ヶ丘住宅天井、浴室改修工事
【大畑町3983－3外地内】

7,108,500
︻5,722,500︼ 80．50% 黒澤工務所 建築住宅課

Ａ25－5214

1月12日
【3月24日】

森林管理道栃本線改良工事
【大滝地内】

9,534,000
︻7,875,000︼ 82．60% ㈱日新テクノ 大滝・地域振興課

Ａ55－0861

1月12日
【3月31日】

別所32号線道路改築工事
【別所地内】

11,193,000
︻8,988,000︼ 80．30% ㈱サンセイ 道路課

Ａ25－5213

1月12日
【3月31日】

久那161号線道路改築工事
【久那地内】

14,994,000
︻12,009,900︼ 80．10% ㈱萩原工務店 道路課

Ａ25－5213

1月25日
【3月24日】

久那小プール改修工事
【久那2183番地1地内】

5,922,000
︻5,775,000︼ 97．52% ㈱高橋組 教育施設課

Ａ25－5226

1月25日
【3月24日】

大滝温泉源泉ガス対策工事
【大滝字落合地内】

8,788,500
︻8,767,500︼ 99．76% ㈱ソーセツ 大滝・地域振興課

Ａ55－0861

1月25日
【3月24日】

花の木小学校外3校遊具施設整備工事
【上町二丁目21番37号外地内】

9,859,500
︻8,085,000︼ 82．00% ㈱斎藤組 教育施設課

Ａ25－5226

随意
契約

1月12日
【3月24日】

国道299号配水管布設替工事その2
【相生町・桜木町・上宮地町地内】

10,416,000
︻9,975,000︼ 95．77% ㈱岩田組 水道部工務課

Ａ25－5222

※印：指名競争入札の場合は「落札率」、随意契約の場合は「契約率」を表します。

〈〈〈 公 共 工 事 の 入 札 結 果 〉〉〉

Ｄ工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

〔税込500万円以上〕 市長による企業訪問

　秩父捺染協同組合が、平成21年度の
「チャレンジ組合」に認定されました。
　チャレンジ組合とは、組合等の活性
化を目指し、さまざまな課題に積極的
に挑戦し、成果を上げている組合を埼
玉県中小企業団体中央会が認定するも
のです。
Ｄ工業振興課Ａ２２－３４２８

「チャレンジ組合」の認定を受けました！

チャレンジショップは
こちら！

４
月
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

と　

き　

４
月
1₇
日
㈯
午
後
７
時
～

お
楽
し
み
に
！

み
や
の
か
わ
商
店
街
か
ら
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

秩父市ホームページ　バナー広告募集中！　詳しくはこちら　秩父市 検索 クリック！
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国際交流ニュース
　秩父市国際交流協会では、海外姉妹・友好都市
との交流をはじめ、国際理解の促進、外国人支援
の推進などを目的として、さまざまな事業を行っ
ています。
Ｄ秩父市国際交流協会（市民生活課内）
　☎２５－５２００
　Ｈseikatsu@city.chichibu.lg.jp

　

11
月
30
日
、
料
理
を
通
じ
て
外
国
の

食
文
化
に
触
れ
、
国
際
理
解
を
深
め
る

目
的
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
イ
ン
ド
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
の

シ
ェ
フ
、
ラ
ジ
ス
ク
マ
ー
ル
さ
ん
を
お

迎
え
し
、
本
場
の
レ
シ
ピ
で
チ
キ
ン
カ

レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の
文
化

や
伝
統
の
話
も
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　

春
と
秋
の
２
回
、
市
内
外
国
人
を
対

象
と
し
た
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
の
増
井
ま
ゆ
み
先
生
の
指
導

の
も
と
、
日
常
会
話
や
日
本
の
歌
な
ど

を
楽
し
く
学
ん
だ
り
、
日
本
文
化
体
験

ク
ラ
ス
で
は
琴
や
習
字
、
折
り
紙
の
体

験
を
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、
お
知
り
合
い
に
日
本

語
を
学
び
た
い
外
国
人
の
方
が
い
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月
18
日
～
30
日
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
・
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
か
ら
10
人
の
訪

問
団
が
来
秩
し
ま
し
た
。
滞
在
中
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
夏
祭
り

や
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
秩
父
市
民
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
市
内
見
学
で
は
蕎
麦
打

ち
体
験
を
す
る
と
と
も
に
、
秩
父
の
郷

土
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
大
変
有
意
義

な
滞
在
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

秩
父
市
、
江カ

ン

陵ヌ
ン

市
の
両
市
親
善
協
会

の
青
少
年
文
化
交
流
協
定
に
よ
る
交
流

使
節
団
17
人
が
、
８
月
14
日
～
17
日
に

秩
父
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
市
内
の

子
ど
も
た
ち
と
蕎
麦
打
ち
や
流
し
ソ
ー

メ
ン
を
楽
し
み
、
秩
父
屋
台
ば
や
し
な

ど
、
日
本
の
食
文
化
や
伝
統
芸
能
を
体

験
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

世
界
の
料
理
教
室
〜
イ
ン
ド
編
〜

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
訪
問
団

江
陵
市
訪
問
団

　

龍
勢
祭
に
、
タ
イ
王
国
・
ヤ
ソ
ト
ン

市
か
ら
53
人
の
訪
問
団
が
来
秩
し
、
秩

父
吉
田
ヤ
ソ
ト
ン
会
の
方
々
を
中
心
と

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
滞
在
中
に
は
、
今
後
の
両
市
に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
上
吉
田
に

あ
る
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
視
察
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
民
泊
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
家
庭
を
募
集
！

　

秩
父
吉
田
ヤ
ソ
ト
ン
会
で
は
、
ヤ
ソ

ト
ン
市
か
ら
中
学
生
10
人
を
市
に
招
待

し
ま
す
。
滞
在
中
は
、
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
１
日
㈯
～
３
日（
月
・
祝
）

※
一
家
族
に
つ
き
中
学
生
２
人
の
宿
泊

（
２
泊
３
日
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｅ
３
月
25
日
㈭
ま
で
に
吉
田
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
（
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２
）
へ

ヤ
ソ
ト
ン
市
と
の
交
流

アンチオック市訪問団歓迎パーティー

市内見学での蕎麦打ち体験

江陵市訪問団

ヤソトン市訪問団

インドカレーおいしくできました！

楽しく学べる日本語教室
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「いもうとだ～いすき！」

（寺　尾）

笠原　快
かい

斗
と

 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「じゃじゃ馬娘」

（上宮地町）

島㟢　陽
はる

菜
な

 ちゃん

「助手席に
夢を乗せて運転中」

（桜木町）

若林　琉
る い

偉 くん

「にっこり笑顔がキュート♡」

（中　町）

山中　愛
あい

理
り

 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒₃₆₈-₈₆₈₆　熊木町８－₁₅　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）今
回
は
新
年
に
取
材
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
生
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
美
代
さ
ん

は
上
五
か
ら
中
七
へ
の
描
写
に
、
達
磨
売
を
生
き
生
き
と
表
白
し
ま
し
た
。
あ
や
子
さ
ん
は
寂
寥
感
の
中
に
、
自
己
の
思
念
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
大
仙
さ
ん
は
母
親
へ
の
思
い
を
、
七
日
粥
に
描
き
ま
し
た
。
定
男
さ
ん
は
達
観
し
た
生
き
方
を
初
日
に
託
し
、

幸
子
さ
ん
は
病
む
夫
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
孫
の
活
力
を
貰
い
、
邦
子
さ
ん
は
初
暦
に
取
材
し
て
、
楽
し
い
年
に
す
る
望
み
を

描
き
ま
し
た
。
冬
田
を
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
見
立
て
た
真
弓
さ
ん
の
作
品
を
は
じ
め
、
佳
句
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

白
息
を
手
に
擦
り
こ
ん
で
達
磨
売　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒　

谷　

中
村　

美
代

鏡

餅

ひ

び

の

入

る

音

一

人

の

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
吉
田　

内
田
あ
や
子

七

日

粥

右

手

麻

痺

せ

し

母

の

匙さ
じ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

晩
年
を
気
楽
に
生
き
る
初
日
の
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

町　

内
田　

定
男

病

む

夫

と

孫

ら

と

過

ご

す

三
ガ

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

井
上　

幸
子

一
仕
事
仕
上
げ
て
今
朝
の
根
深
汁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

内
田　

政
夫

山あ
ま
あ
い間

の
冬
田
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

須
田　

真
弓

冬
耕
の
土
ほ
っ
く
り
と
匂
ひ
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

餌

台

に

雀

の

群

れ

る

雪ゆ
き
よ
も
い催　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
白
久　

高
橋　

貞
二

楽
し
み
の
詰
ま
っ
て
居
り
ぬ
初
暦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

新
井　

邦
子

竹
内
弥
太
郎　

選

俳
　
　
　
句

（
評
）
　
齋
藤
さ
ん
、
趣
味
の
詩
歌
を
語
り
合
え
る
友
人
が
い
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
。
静
か
な
時
間
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
半

藤
さ
ん
、
八
十
歳
を
越
え
た
方
々
の
生
き
て
き
た
過
程
で
す
。
坂
本
さ
ん
、
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
を
体
験
さ
れ
た
作
者
。
冬
の
厳

し
さ
を
、
睫
毛
も
凍
る
と
具
体
的
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
武
島
さ
ん
、
前
の
二
人
と
同
じ
よ
う
に
昭
和
へ
の
思
い
を
詠
ん
で
い

ま
す
。
三
人
の
方
が
ご
自
分
の
体
験
に
思
い
を
は
せ
、
短
歌
に
し
て
い
ま
す
。
年
々
こ
う
し
た
方
々
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

記
録
と
し
て
残
す
う
え
で
も
詠
み
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

茶
を
呼
ば
れ
詩
歌
を
語
る
老
二
人
し
ば
し
至
福
の
時
を
過
ご
せ
り 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

激
動
の
昭
和
生
き
ぬ
き
永
ら
え
て
軍
国
少
女
も
八
十
路
を
越
ゆ
る 

小　

柱　

半
藤　

早
苗

吐
く
息
に
凍
て
つ
く
睫
毛
に
瞬
き
も
意
識
し
て
耐
え
し
シ
ベ
リ
ア
の
冬 

荒
川
白
久　

坂
本　

和
作

寒
の
夜
ひ
と
り
酌
む
酒
ほ
ろ
に
が
し
貧
し
か
り
に
き
戦
後
を
思
ふ 

堀　

切　

武
島　

晶
智

目
覚
め
れ
ば
小
鳥
の
囀

さ
え
ず

り
窓
に
聞
く
今
日
一
日
の
活
力
湧
き
き
ぬ 

寺　

尾　

児
玉　

り
ん

「
行
っ
た
わ
ね
」
テ
レ
ビ
に
映
る
旅
の
街
亡
夫
と
の
思
い
出
胸
あ
つ
く
す
る 

下
影
森　

山
中　

秩
枝

皺
々
の
大
根
漬
け
る
に
五
・
六
日
の
せ
た
る
石
の
加
減
気
に
な
る 

久　

那　

斉
藤
ヨ
ネ
子

健
や
か
に
越
年
で
き
た
る
喜
び
を
主
治
医
に
伝
え
笑
顔
い
た
だ
く 

大
野
原　

坂
本　

公
平

ま
ゆ
玉
を
作
り
飾
り
し
小
正
月
母
と
の
思
い
出
外
は
粉
雪 

桜
木
町　

木
村　

一
枝

あ
の
歌
に
し
ぐ
さ
に
亡
夫
の
偲
ば
る
る
し
ぐ
れ
降
る
夜
は
今
な
ほ
恋
し 

道
生
町　

福
田　

み
つ

新
井　

悦
子　

選

短
　
　
　
歌

自動車の後部座席も、必ずシートベルトを着用しましょう！
交通安全標語　「子の成長　願う心と　チャイルドシート」13
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こ
の
た
び
、
栗
原
一
夫
様
か
ら
、
約

２
年
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
﹃
大
宮
郷

元
禄
絵
図　

分
割
模
写
図
﹄
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
秩
父
図
書
館
２
階

に
展
示
中
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
絵
本
相
談
日

と　

き　
４
月
27
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

●
お
は
な
し
会
（
約
40
分
）

と　

き　

３
月
27
日
㈯
、
４
月
10
日

㈯
・
24
日
㈯
午
後
２
時
～

※
３
月
は「
秩
父
お
は
な
し
の
会
」発
表

●
映
画
会
（
入
場
無
料
）

上
映
作
品　

ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス（
73
分
）

と　

き　

４
月
２
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム
（
約
30
分
）

と　

き　

４
月
13
日
㈫
午
前
11
時
～

●
お
は
な
し
会
（
約
30
分
）

と　

き　

３
月
20
日
㈯
、
４
月
24
日
㈯

午
後
２
時
30
分
～

●
人
形
劇
（
入
場
無
料
）

　

劇
団
「
貝
の
火
」
に
よ
る
、
か
わ
い

い
人
形
た
ち
の
楽
し
い
お
芝
居
で
す
。

題　

名　
「
き
き
耳
ず
き
ん
」他（
50
分
）

と　

き　
３
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

●
お
は
な
し
の
講
習
会

　

子
ど
も
へ
語
る
お
は
な
し
の
選
び
方
、

語
り
方
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

と　

き　

５
月
11
日
か
ら
の
毎
月
第
１

火
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
10
時
10
分
～

11
時
40
分
（
４
回
目
以
降
は
実
習
）

定　

員　

20
人(

先
着
順)

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
開
始
日　

４
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～

●
新
年
度
主
催
講
座
（
万
葉
集
・
俳
句
・

短
歌
）
受
講
生
も
現
在
募
集
中
！

※
多
数
の
場
合
は
締
め
切
る
場
合
あ
り

秩
父
図
書
館
講
座

受
講
生
の
募
集

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

秩
父
図
書
館
の
催
し
も
の

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－２７
☎２２－０９４３
荒川図書館

（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館

（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

３・４月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

３/７ ８ ９ 10 11 1₂ 13

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　

Ｐ　
　

Ｐ　
　

Ｐ　
　

Ｐ　
　

Ｐ　
　Ｒ

14 15 1₆ 1₇ 1₈ 1₉ ₂0
Ｐ　
　Ｒ

ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

₂1 ₂₂ ₂3 ₂4 ₂5 ₂₆ ₂₇

ＱＲ
　Ｓ
ＱＲ

Ｐ　
　 　Ｒ

₂₈ ₂₉ 30 31 ４/１ ２ ３

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　

Ｐ　
　 　Ｒ

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

11 1₂ 13 14 15 1₆ 1₇

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

Ｐ秩父　Ｑ吉田
Ｒ大滝　Ｓ荒川

年度末整理休館　Ｐ３月９日㈫～14日㈰

荒
川
図
書
館
の
催
し
も
の

　

昨
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
男
女
共
同

参
画
学
習
会「
か
が
や
き
カ
レ
ッ
ジ
」

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。１
月
の
学
習
会
で
は
、「
と
も
に

考
え
よ
う
！　

秩
父
」
と
題
し
て
、
５

人
の
市
議
会
議
員
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
し
て
、
男
性
・
女
性
と
し
て
、

親
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
意
見

を
出
し
あ
う
中
で
、
女
性
が
意
見
を
言
え

る
機
会
が
少
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

「
と
も
に
学
ぼ
う
！
」

し
た
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
は
、
政
治
に
お
い
て

も
、
地
域
や
家
庭
で
も
、
男
性
だ
け
で
な

く
、
女
性
の
意
見
も
反
映
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
し
か
し
現
実
は
、
政
策
・

方
針
決
定
の
場
が
男
性
多
数
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

は
、
性
別
や
年
齢
に
関
ら
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
と
も

に
尊
重
し
あ
い
、
と
も
に
責
任
を
担
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

家
庭
、
地
域
、
職
場
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
お
い
て
、
女
性
の
参
画
を
進
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
・
女
性
そ
れ

ぞ
れ
が
お
互
い
を
尊
重
し
あ
い
、
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
す
。

　

市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
、
と
も
に
学
び
あ
え
る
機
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
「
か
が
や
き
カ
レ
ッ
ジ
」
へ

の
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

バイオマス元気村発電所への視察

「かがやきカレッジ」の参加者の皆さん
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20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
は
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

職
業
な
ど
に
よ
り
、
種
別
は
、
①
自
営

業
者
な
ど
（
第
１
号
被
保
険
者
）、
②

会
社
員
や
公
務
員
（
第
２
号
被
保
険

者
）、
③
会
社
員
等
の
被
扶
養
配
偶
者

（
第
３
号
被
保
険
者
）
に
分
か
れ
ま
す
。

人
生
の
節
目
に
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

　

結
婚
や
就
職
な
ど
に
よ
り
加
入
の
種

別
が
変
わ
る
と
き
は
、
年
金
の
届
出
が

必
要
で
す
。
届
出
内
容
に
よ
り
届
出
先

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
先
の
窓
口
は
住

民
登
録
地
の
市
町
村
と
な
り
ま
す
（
第

１
号
被
保
険
者
の
方
）。

Ｄ
秩
父
年
金
事
務
所
（
埼
玉
国
民
年
金

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）
Ａ
27
Ｃ
６
５
６
１

市
役
所
保
険
年
金
課 

国
民
年
金
担
当

　
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１
（
内
線
１
１
３
５
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
Ａ
72
Ｃ
６
０
８
２

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
８
６
３

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

※「労働相談・メンタルヘルス相談」については17ページをご覧ください。※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 Ｂ22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 Ｂ77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785Ｂ22－7055
（身体障がい） ☎22－7045Ｂ21－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 Ｂ24－1026

障 が い 者 の
就 労・ 生 活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・Ｂ22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室
月～金曜　９時～17時 ひまわり教室 ☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時 やまなみ教室 ☎72－2030

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時　※要予約

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談

火曜（第5週を除く）９時～16時
内 職 月～金曜　９時～16時

ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

中小企業者向
け金融よろず

４/７㈬  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場  伝承館５階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
いきがいセンター
３/13㈯、４/10㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 福祉女性会館　３/25㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

４月６日㈫・４月15日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士４月８日㈭

10時～15時
吉田総合支所

（振興会館）
※電話で予約が必要です。
３月23日㈫午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜

13時～16時
秩父市役所

（3階相談室） 人権擁護委員
４月21日㈬ 吉田総合支所

（振興会館）

行 政

３月15日㈪
４月19日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員４月５日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

３月29日㈪
４月26日㈪ 大滝総合支所

４月12日㈪ 荒川総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時
※４月以降、第２・４木曜

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員

消 費 生 活
（多重債務）

毎週月·水·金曜　９時～16時
※４月以降、月・火・水・金曜 消費生活相談員

行 政 手 続 ４月13日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 ３月17日㈬・４月21日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ４月５日㈪　10時～15時 税理士

土 地 建 物 ３月16日㈫・４月20日㈫
10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ３月25日㈭・４月22日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ３月23日㈫・４月27日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労務・年金 ４月９日㈮　13時～15時 社会保険労務士

公 証 毎月第２・４火曜
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200

届
出
の
際
は
必
ず

年
金
手
帳
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
！

国民年金に入る
こんなとき どうする 届出先

20歳になったら 国民年金に加入の手続き
をする

第１号被保険者→保険年
金課または吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課
第３号被保険者→配偶者
の勤務先

会社を退職したとき
国民年金に加入の手続き
をする（被扶養配偶者で
あった方も同様です）

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支
所市民福祉課

結婚や退職等で配偶者の
扶養に入ったとき

第３号被保険者への種別
変更の届出をする 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれ
たとき

第３号被保険者から第１
号被保険者への種別変更
の手続きをする

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支
所市民福祉課

配偶者が会社をかわった
とき

引き続き第３号被保険者
となる手続きをする 配偶者の新しい勤務先

国民年金保険料を納める
こんなとき どうする 届出先

口座振替を開始（変更）・
辞退するとき

口座振替（変更）申出書
等を提出する

銀行・郵便局・農協・信
用金庫・信用組合・労働
金庫・年金事務所

クレジットカード納付を開
始（変更）・辞退するとき

クレジットカード納付（変
更）申出書等を提出する 秩父年金事務所

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し出る 秩父年金事務所

保険料を納めるのが困難
なとき

免除や若年者納付猶予の
申請をする

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支
所市民福祉課

学生で保険料を納めるの
が困難なとき 学生納付特例の申請をする

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支
所市民福祉課

担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「すぐやる担当」へご連絡を！
おきがるコール　☎２６－１１３３（専用電話）15



2010年3月号

　

平
成
22
年
度
の
土
地
・
家
屋
に
か
か

る
固
定
資
産
税
は
、
平
成
22
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
･
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

土
地
・
家
屋
の
地
目
や
構
造
、
面
積
、

評
価
額
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
市

に
備
え
付
け
る
も
の
で
、
地
区
別
、
所

在
地
順
に
内
容
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

縦
覧
の
対
象
者

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
土
地
に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
家
屋
に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
５
月
31
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

課
税
課
お
よ
び
吉
田
・
大

滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

※
閲
覧
で
き
る
内
容
や
必
要
書
類
な
ど

の
規
定
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
（
納
付

書
）
は
５
月
上
旬
に
送
付
予
定
で
す

　

固
定
資
産
の
価
格
に
異
議
の
あ
る
方

　

市
・
県
民
税
の
申
告
締
切
日
が
近
づ

き
ま
し
た
。
必
ず
期
限
内
に
印
鑑
・
源

泉
徴
収
票
・
各
種
支
払
証
明
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
お
よ
び
受
付
時
間
等
は
、
市

報
１
月
号
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｄ
課
税
課
市
民
税
担
当
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１

（
内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
Ａ
77
Ｃ
１
１
１
３

　

大
滝
Ａ
55
Ｃ
０
１
０
１

　

荒
川
Ａ
54
Ｃ
２
１
１
５

　

平
成
22
年
度
中
に
出
生
・
婚
姻
等
の

届
出
を
さ
れ
る
方
は
、
人
口
動
態
職

業
・
産
業
調
査
の
対
象
者
と
し
て
、
届

書
に
職
業
（
死
亡
届
は
産
業
を
含
む
）

の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
平
成
23
年

３
月
31
日
㈭

調
査
対
象　

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
お
よ
び
離
婚
の
届
出
を
す
る
方

Ｄ
市
民
課
Ａ
22
Ｃ
５
３
４
８

　

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
、
申
告
書
の
受
付
は
３
月
15
日
㈪

ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31

日
㈬
が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

確
定
申
告
は
、「
ｅ
Ｕ
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｄ
秩
父
税
務
署
Ａ
22
Ｃ
４
４
３
３

対
象
品
目　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

等
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目

４
月
１
日
以
降
の
処
分
方
法

①
購
入
し
た
家
電
店
等
に
相
談
す
る

②
指
定
引
き
取
り
場
所
「
秩
父
回
収
資

源
株
式
会
社
」
へ
直
接
持
ち
込
む

③
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
一
般
廃
棄

物
処
理
（
収
集
運
搬
）
許
可
業
者
へ

依
頼
す
る

Ｖ
市
報
３
月
号
と
同
時
配
布
す
る
「
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
添
付
し
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｄ
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合 

秩
父
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
Ａ
23
Ｃ
８
９
２
１

　

業
務
課
Ａ
23
Ｃ
２
４
８
９

Ｇ：ホームページを参照

１

無
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿

２

市
・
県
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日
㈪
ま
で
で
す

は
、
４
月
１
日
㈭
か
ら
納
税
通
知
書
の

交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
以
内
に
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
Ａ
25
Ｃ
５

２
２
５
）
に
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

Ｄ
課
税
課
Ａ
22
Ｕ
２
２
１
１

（
内
線
１
２
７
８
・
１
２
７
９
）

３
秩
父
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び

　

地
方
消
費
税
の
申
告
は

　
　

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

５
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の

届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

４
秩
父
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
㈭
か
ら
家
電
４
品
目
の

受
け
入
れ
を
中
止
し
ま
す

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告広告
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声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き

ぶ
ね
ぎ
く
の
会
」
で
は
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
毎
月
、
市
報

の
カ
セ
ッ
ト
版「
声
の
市
報
」を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｄ
き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会　

小
櫃
Ａ
54
Ｃ

２
７
０
１　

坂
本
Ａ
25
Ｃ
３
６
３
２

　

市
で
は
、
ご
家
庭
で
使
用
し
な
く

な
っ
た
絵
本
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、

市
内
の
保
育
所
等
で
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
立
の
保
育
所
等
へ
寄
附
し

て
い
た
だ
く
場
合
は
、
直
接
各
施
設
に

お
持
ち
込
み
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
私
立
の
場
合
に
は
、
市
で

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
課
の
窓

口（
本
庁
舎
１
階
）へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｄ
こ
ど
も
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
６

受
験
資
格　

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平

成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

次
に
掲
げ
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
23
年

３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

⑵
人
事
院
が
、
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

第
一
次
試
験　

６
月
13
日
㈰

第
二
次
試
験　

７
月
20
日
㈫
～
27
日
㈫

の
い
ず
れ
か
１
日

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
４
月
14
日
㈬

Ｄ
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

Ａ
０
４
８
Ｃ
６
０
０
Ｃ
３
１
１
１

　

４
月
か
ら
始
ま
る
「
戸
別
所
得
補
償

制
度
モ
デ
ル
対
策
」
の
説
明
会
で
す
。

と　

き　

３
月
26
日
㈮
午
後
６
時
30
分

～
・
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
、
６
時

30
分
～
（
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。）

と
こ
ろ　

26
日
㈮
：
吉
田
振
興
会
館
、

27
日
㈯
：
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

対　

象　

水
田
を
所
有
す
る
農
家
の
方

内　

容　

助
成
内
容
、
交
付
要
件
等

Ｄ
農
業
振
興
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
１
０

予
約
開
始
日　

４
月
６
日
㈫
～

　

他
の
月
は
希
望
日
の
属
す
る
月
の
１

か
月
前
か
ら
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
予
約
開
始
日
の
午
前
８
時
40
分
の
時

点
で
予
約
が
重
な
っ
た
場
合
、
午
前

９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。

Ｄ
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

Ａ
54
Ｃ
２
３
９
５

　

平
成
22
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
を
３
月
か
ら
行
い
ま
す
。　

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
指
導
者
が
、

活
動
中
（
指
定
の
練
習
日
）
等
に
、
指

導
中
の
過
失
が
も
と
で
、
損
害
賠
償
責

任
を
負
っ
た
場
合
に
備
え
る
保
険
で
す
。

※
傷
害
保
険
は
適
用
外
の
た
め「
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対　

象　

秩
父
市
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

加
盟
団
体
や
、
青
少
年
育
成
協
議
会
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
そ
の
他
市
が
認
め
る
活
動

加
入
資
格　

対
象
団
体
ま
た
は
活
動
の
指

導
者（
無
償
で
指
導
す
る
場
合
に
限
る
）

保
険
料　

市
が
負
担
す
る
た
め
無
料

Ｅ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
３
０

　

３
月
20
日
㈯
～
22
日
（
月
・
休
）
の
間
、

西
武
鉄
道
西
武
秩
父
駅
と
秩
父
鉄
道
秩
父

駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

両
駅
発　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

聖
地
公
園
発　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

Ｄ
や
す
ら
ぎ
の
丘
管
理
事
務
所
Ａ
22
Ｃ

３
４
６
９
（
お
彼
岸
期
間
中
は
毎
日
営
業
）

６

秩
父
市
社
会
教
育
活
動

主
催
者
賠
償
責
任
保
険

11
秩
父
聖
地
公
園

春
彼
岸
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

10

戸
別
所
得
補
償
制
度

説
明
会
を
実
施

７

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

９
「
声
の
市
報
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

12
「
絵
本
」
の
寄
附
を
お
願
い
し
ま
す

13

国
税
専
門
官
募
集

　

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

社
会
奉
仕
活
動
等
を
行
う
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
往
復
途
上
も
含

め
た
活
動
中
の
傷
害
事
故
お
よ
び
賠
償

責
任
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

Ｄ
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部

　
Ａ
０
４
８
Ｃ
８
３
０
Ｃ
６
９
５
８

申
込
書
配
布
窓
口

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
３
０

８
荒
川
総
合
運
動
公
園

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
野
球
場

　
　

７
・
８
月
の
予
約
受
付
を
開
始

緊急・雇用労働相談
と　き　３月14日㈰午前９時～午後４時受付
ところ　歴史文化伝承館５階工業振興課
※平日は「緊急雇用相談窓口」開設中！
Ｄ工業振興課☎２２－３４２８

各機関の労働相談・メンタルヘルス相談
●労働相談センター
さいたま市浦和区高砂３－15－１県庁第二庁舎１階
☎048－830－4522
電話相談：月～土曜、午前９時～午後５時

（火・木曜は午後８時まで）
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談：
毎週水曜、午後１時30分～４時30分（要予約）

●秩父地域振興センター（いずれも要予約）
秩父市東町29－20　☎24－1110
面接相談：月～金曜、午前８時30分～午後５時15分
弁護士による面接相談：第３木曜、午後２時～４時

●北部地域振興センター
熊谷市末広３－９－１　☎048－524－1110
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談：
毎月第３木曜、午後１時30分～４時30分（要予約）

●秩父地域産業保健センター
秩父市熊木町２－19　秩父郡市医師会内　☎23－2149
産業医によるメンタルヘルス相談：
毎月第３火曜、午後１時30分～３時（要予約）

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ17
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●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

と　

き　

４
月
16
日
～
７
月
16
日
の
各

金
曜
日
（
４
月
30
日
、
６
月
18
日
を
除

Ｅ
３
月
18
日
㈭
か
ら
窓
口
に
参
加
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
別
途
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。
Ａ
や

本
人
以
外
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｄ
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
24
Ｃ
４
０
０
４

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
火
曜
休
館
）

　

平
成
３
年
に
「
看
護
の
日
」
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、「
看
護
の
心
を

み
ん
な
の
心
に
」を
テ
ー
マ
に
、今
年
も

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を
計
画
し
ま
し
た
。

と　

き　

７
月
10
日
㈯
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

秩
父
市
立
病
院

参
加
対
象　

高
校
生
以
上
の
男
女

募
集
人
数　

10
人
（
先
着
順
）

Ｖ
各
団
体
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

14

市
の
外
郭
団
体
等
の

任
期
付
役
職
員
等
を
募
集

15

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

17
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

平
成
22
年
度 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

団体名　（募集職名） 業務内容 勤務時間等 報酬月額 問い合わせ

㈶秩父市地域振興公社
（事務局長兼文化体育セ
ンター管理事務所長）

法人統括管理者
施設管理責任者 ６時間／日

（30時間／週）

200,000円

☎22－7411

㈶秩父市地域振興公社
（市民会館管理事務所長） 施設管理責任者 156,000円

㈶秩父地域地場産業
振興センター

（専務理事）

法人管理
業務の統括

８時間／日
（40時間／週） 200,000円 ☎25－0088

※採用期間：平成22年４月１日～平成24年３月31日（２年間）
※募集人数：各１人

Ｅ
往
復
は
が
き
（
〒
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
（
高
校
名
）・
Ａ
・
白
衣
サ

イ
ズ
［
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
］
を
明
記
）
に
て

〒
３
６
８
Ｃ
０
０
２
５ 

桜
木
町
８
―

９　

秩
父
市
立
病
院
看
護
部 

宛

応
募
締
切　

４
月
30
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

Ｄ
市
立
病
院
看
護
部
（
総
看
護
師
長　

新
井
）
Ａ
23
Ｃ
０
６
１
１

●
幼
児
水
泳
教
室

と　

き　

４
月
８
日
～
６
月
24
日
の
毎

週
木
曜
日（
５
月
６
日
を
除
く
全
11
回
）

午
後
４
時
～
５
時
30
分

対　

象　

年
長
５
歳
児
（
自
分
で
着
替

え
の
で
き
る
お
子
さ
ん
）

定　

員　

15
人

参
加
費　

５
，
０
０
０
円

●
児
童
初
心
者
ク
ロ
ー
ル
教
室

と　

き　

４
月
５
日
～
６
月
28
日
の
祝

日
を
除
く
月
曜
日
・
金
曜
日
の
い
ず
れ

か
１
コ
ー
ス
を
選
択
（
全
12
回
）

午
後
４
時
～
５
時
30
分

対　

象　

小
学
生
水
泳
初
心
者

定　

員　

各
コ
ー
ス
15
人

参
加
費　

５
，
０
０
０
円

Ｅ
３
月
20
日
㈯
か
ら
温
水
プ
ー
ル
窓
口

に
参
加
費
を
添
え
て
申
込
み

※
電
話
予
約
も
可
能
で
す
。

Ｄ
温
水
プ
ー
ル
Ａ
22
Ｃ
７
４
１
１

と　

き　

土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
年
間
36
回
程
度
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

講　

師　

守
屋
文
雄 

氏
、
宮
本
み
よ

子 

氏
（
助
手
：
塩
谷　

満 

氏
）

参
加
費　

年
１
０
，
０
０
０
円

Ｅ
３
月
20
日
～
４
月
24
日
の
各
土
曜
日

（
４
月
３
日
㈯
を
除
く
）
午
後
１
時
30

分
に
会
費
を
持
参
の
う
え
、
歴
史
文
化

伝
承
館
ホ
ー
ル
に
て
受
付

Ｄ
あ
す
な
ろ
社
交
ダ
ン
ス 

杉
田

　

Ａ
22
Ｃ
５
８
５
８

16

温
水
プ
ー
ル
の
教
室

19

あ
す
な
ろ
社
交
ダ
ン
ス

18

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
教
室

クラブ名 曜日 定員 募集 時間 参加費
ソフトバレーボールクラブ 月 40 20 10時～正午 1,000円×３期
インディアカクラブ 水 40 23 10時～正午 年2,000円
木曜卓球クラブ 木 55 10 10時～正午 年3,000円
木曜バドミントンクラブ 木 60 29 10時～正午 年3,000円
ANバドミントンクラブ 木 30 20 13時～15時 1,000円×３期

硬
式
テ
ニ
ス

月曜テニスクラブ 月 12 ３ ９時30分～正午 1,000円×３期
水曜テニスクラブ 水 15 ４ 10時～正午 1,000円×３期
水曜ANテニスクラブ 水 15 ３ 13時～15時 1,000円×３期
FTC金曜テニスクラブ 金 18 11 10時～正午 年3,000円

※前年度からの継続者は事前に手続きし、定員に満たない人数分のみの募集となります。
※回数は年間35日前後　（１期：４～７月、２期：９～12月、３期：１～３月）

く
全
12
回
）
午
前
10
時
～
正
午

定　

員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

３
月
26
日
㈮
か
ら

●
ソ
フ
ト
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

と　

き　

４
月
14
日
～
７
月
14
日
の
各

水
曜
日
（
５
月
５
日
・
26
日
を
除
く
全

12
回
）
午
前
10
時
～
正
午

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

３
月
24
日
㈬
か
ら

●
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と　

き　

４
月
５
日
～
５
月
24
日
の
各

月
曜
日
（
４
月
12
日
、
５
月
３
日
を
除

く
全
６
回
）

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定　

員　

各
部
45
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

３
月
19
日
㈮
か
ら

参
加
費　

各
教
室
２
，
０
０
０
円

Ｅ
参
加
費
を
添
え
て
窓
口
で
申
込
み

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

Ｄ
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
24
Ｃ
４
０
０
４

18



と　

き　
３
月
22
日
（
月
・
休
）
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

個
人
１
０
０
円

　
　
　
　

チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円

Ｅ
・
Ｄ
秩
父
市
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟 

磯
田
Ａ
53
Ｃ
８
８
７
５

と　

き　

３
月
29
日
㈪
正
午
開
場
、
午

後
１
時
開
演
、
３
時
30
分
終
了
予
定

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
支
所
３
階

上
映
作
品　
「
キ
タ
キ
ツ
ネ
物
語
」
他

入
場
料　

無
料
（
先
着
１
０
０
人
）

Ｅ
・
Ｄ
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　
Ａ
54
Ｃ
２
１
１
１

対　

象　

０
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
（
参
加
無
料
）

と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
３
月
10
日
㈬
・
22

日
（
月
・
休
）
は
お
休
み
で
す
。）

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

と　

き　

４
月
４
日
㈰
午
前
10
時
（
道

の
駅
あ
ら
か
わ
集
合
）
～
午
後
２
時

募
集
人
数　

30
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
代
他
）

※
各
自
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
20
日
㈯
ま
で

Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
秩
父
の
環
境
を
考
え
る
会

　
Ａ
54
Ｃ
０
０
２
２（
道
の
駅
あ
ら
か
わ
）

　

春
爛ら

ん
ま
ん漫

の
秩
父
路
を
堪
能
し
な
が
ら
、

桜
の
名
所
や
江
戸
巡
礼
古
道
な
ど
を
歩

く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

と　

き　

４
月
４
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

受
付
：
午
前
９
時
～
11
時
（
20
㎞
コ
ー

ス
は
９
時
30
分
ま
で
）（
参
加
無
料
）

集
合
場
所　

歴
史
文
化
伝
承
館
前

コ
ー
ス
概
要
（
ス
タ
ー
ト
→
ゴ
ー
ル
）

●
５
㎞
コ
ー
ス　

花
の
名
所　

羊
山
公

園
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス

札
所
12
番
→
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

→
羊
山
公
園
（
芝
桜
の
丘
・
桜
）

●
10
㎞
コ
ー
ス　

素
朴
な
風
土
に
培
わ

れ
た
秩
父
札
所
コ
ー
ス　

札
所
15
番
→
秩
父
神
社
→
札
所
16
番
→

武
之
鼻
橋
→
札
所
22
番
→
中
山
み
ち
→

札
所
23
番
→
札
所
13
番

●
20
㎞
コ
ー
ス　

江
戸
巡
礼
古
道
と
桜

花
満
喫
コ
ー
ス

佐
久
良
橋
→
札
所
24
番
→
酒
づ
く
り
の

森
→
札
所
25
番
→
と
び
石
→
荒
川
総
合

運
動
公
園
→
そ
ば
処
ち
ち
ぶ
花
見
の
里

→
清
雲
寺
→
札
所
29
番
→
札
所
27
番
→

札
所
26
番
→
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

→
羊
山
公
園
（
芝
桜
の
丘
・
桜
）

Ｄ
観
光
振
興
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
９

　

中
高
年
者
が
、

年
間
を
通
じ
て

野
菜
作
り
を
楽

し
む
た
め
の
実

習
教
室
で
す
。

と
こ
ろ　

秩
父

農
工
科
学
高
等

学
校

と　

き　

４
月
７
日
か
ら
の
毎
週
水
曜

日
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

募
集
人
数
等　

男
女
各
50
人
（
多
数
の

場
合
抽
選
・
講
師
：
松
本　

茂
先
生
）

会　

費　

月
１
，
０
０
０
円

Ｅ
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
Ａ
で
中
央
公
民

館
（
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０
）
へ

と　

き　

講
義
：
４
月
16
日
㈮
・
20
日

㈫
・
27
日
㈫
、
５
月
18
日
㈫
・
25
日
㈫
、

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分（
全
５
回
）

実
技
：
４
月
25
日
㈰
ほ
か
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

内　

容　

ア
ル
プ
ス
へ
の
登
山
や
フ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
本
な
ど

定　

員　

15
人
程
度

参
加
費　

実
費
（
教
材
・
保
険
代
他
）

Ｅ
４
月
８
日
㈭
ま
で
に
、
は
が
き
（
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
Ａ
を
明
記
）
に
て

Ｄ
和
田　

弘　

〒
３
６
８
Ｃ
０
０
５
１

中
村
町
３
Ｃ
19
Ｃ
１
Ａ
23
Ｃ
４
９
８
６

と　

き　

４
月
27
日
か
ら
毎
月
１
回

（
原
則
と
し
て
第
４
火
曜
日
・
全
９
回
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
50
分

と
こ
ろ　
荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講　

師　

髙
橋　

照あ
き
ら

先
生

定　

員　

16
人
（
先
着
順
）

会　

費　

１
，
０
０
０
円

　

早
春
の
山
里
を
歩
き
な
が
ら
、
写
真

や
絵
画
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

４
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

荒
川
日
野
地
内

Ｄ
陽
野
ふ
る
さ
と
会 

新
井

　

Ａ
０
９
０
Ｃ
２
２
２
７
Ｃ
１
９
０
０

20

初
心
者
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

（
新
規
開
設
）

24

陽ひ

野の

道
草
展
と

史
跡
め
ぐ
り

25

第
９
回 

陽ひ

野の

ふ
る
さ
と

春
の
道
草
展

23
平
成
22
年
度
（
第
７
期
生
）

野

菜

栽

培

教

室

21

中
級
へ
の
登
山
教
室

29

秩
父
い
っ
て
ん
べ
ぇ
ウ
オ
ー
ク

27

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

26

春
休
み
映
画
会
と
手
あ
そ
び

28

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

22
「
健
康
お
か
ず
」
を
作
ろ
う
！

材
料
費　

１
回
８
０
０
円

Ｅ
３
月
23
日
㈫
か
ら
Ａ
に
て
荒
川
公
民

館
（
Ａ
54
Ｃ
１
０
５
８
）
ま
で

募
集
人
数　

20
人

年
会
費　

３
，０
０
０
円
（
年
間
約
40
回
）

申
込
期
限　

３
月
20
日
㈯
ま
で

Ｄ
秩
父
農
業
福
祉
会 

小
石
川

　
Ａ
０
９
０
Ｃ
２
４
８
９
Ｃ
２
４
３
７

内　

容　

園
庭
開
放
、
子
育
て
相
談
等

●
育
児
講
座
（
参
加
無
料
）

と　

き　
３
月
17
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

講　

師　

吉
田
恭
子
先
生

Ｄ
ち
ち
ぶ
幼
稚
園
Ａ
22
Ｃ
１
３
８
５

Ｆhttp://blog.livedoor.jp/npohappycafe/

（
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ
）

「清雲寺のしだれ桜」のライトアップについては、ライトにより老木の枝が枯れたり、
花をつけないなどの影響が心配されるため、しばらくの間中止します。!19
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芸術文化会館での催し

≪各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください≫
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸し出し、作品制作の活動の場として、
会議室の貸し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場としてぜひご
利用ください。
Ｄ芸術文化会館☎２２－２４０６

31

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場
３月13日㈯
～22日（月･休）

≪油彩クラブ展≫
初日は午後1時から、最終日は午後3時まで

展示室１･２
（入場無料）

３月27日㈯
～28日㈰

≪秩父合同盆栽展≫
最終日は午後3時まで

展示室１～４
（入場無料）

４月２日㈮
～４日㈰

≪聚玉会書道展≫
最終日は午後3時まで

展示室１～４
（入場無料）

第４水曜日
午前10時～午後５時

福田久美子『押し花教室』
午前の部：午前10時～正午
午後の部：午後１時30分～５時

会議室３
毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり）

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生）

と　

き　

３
月
29
日
㈪
午
後
６
時
開
場
、

６
時
20
分
開
会

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

演　

題　
「
我
が
野
球
人
生
」
巨
人
黄
金

時
代
を
支
え
た
槙
原
氏
の
野
球
人
生
を

も
と
に
、
松
井
秀
喜
選
手
の
近
況
・
シ
ー

ズ
ン
の
展
望
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
等
は
無
し
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
車
以

外
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｄ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
３
０

と　

き　

３
月
21
日
㈰
午
前
10
時
30
分

～
、
午
後
２
時
30
分
～
、
６
時
～

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

※
各
回
と
も
、
木
村
大
作
監
督
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０
円

※
時
間
指
定
券
を
発
行
し
ま
す
（
当
日

券
は
各
２
０
０
円
増
し
）。
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
店
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

秩
父
実
行
委
員
会

　

Ａ
０
４
８
Ｃ
５
５
１
Ｃ
４
５
９
２

と　

き　

３
月
20
日
㈯
午
後
５
時
30
分

開
場
、
６
時
開
演
（
入
場
無
料
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

演
奏
曲　
「
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
」
他

（
指
導
・
指
揮　

瀧
川　

淳
先
生
）

Ｄ
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ 

小
澤

　

Ａ
24
Ｃ
７
５
１
０

　

中
央
公
民
館
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

３
月
24
日
㈬

　
　
　
　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
50
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階

Ｄ
歴
史
文
化
伝
承
館
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

と　

き　
３
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

参
加
費　

５
０
０
円

定　

員　

50
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

３
月
19
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　
４
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午 

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

４
月
９
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

Ｅ
往
復
は
が
き（
催
し
名
・
全
員
の
〒
住

所
・
氏
名
・
Ａ
・
年
齢
を
記
入
）
に
て

Ｄ
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

〒
３
６
８
Ｃ
０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

Ａ
75
Ｃ
３
４
４
１

●
ヨ
モ
ギ
団
子
作
り

と　

き　

４
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰

対　

象　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
宿
泊
者

定　

員　

各
回
24
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
期
限　

開
催
日
の
前
日

●
雑
木
林
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ⅰ

と　

き　

４
月
８
日
㈭

※
芦
个
久
保
駅
か
ら
無
料
送
迎
あ
り

対　

象　

主
に
中
高
年
の
方

定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込
期
限　

４
月
１
日
㈭
ま
で

※
各
催
し
と
も
雨
天
決
行
（
荒
天
の
場
合
、

一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
ま
す
。）

Ｄ
青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

Ａ
24
Ｃ
１
４
６
３

●
特
産
中
津
川
い
も
作
り
体
験

と　

き　

４
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

参
加
費　

一
組
４
，
０
０
０
円
（
昼
食

付
き
、
７
月
の
収
穫
体
験
料
分
含
む
）

定　

員　

15
組
（
一
組
４
人
ま
で
）

●
木
鉢
（
こ
ね
鉢
）
作
り

と　

き　

４
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
全
２
日
）

参
加
費　

１
１
，
０
０
０
円
～

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

４
月
10
日
㈯
ま
で

Ｄ
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

Ａ
56
Ｃ
０
０
２
６

30

野
球
解
説
者

槙
原
寛
己 

氏 

講
演
会

33
中
央
公
民
館

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
演
奏
会

32

第
23
回 

秩
父
映
画
会

34
歴
文
ラ
ン
チ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

35

み
ど
り
の
村
の
催
し

36

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し

37

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

元・巨人軍
槙原寛己氏

上映作品
「剱岳　点の記」

犬のふんの後始末を！ 動物のふん・尿の適正処理は埼玉県条例により、
飼い主に義務づけられています。散歩の際には必ず持ち帰りましょう！ 20



　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五

輪
で
、
日
本
人
選
手
が
努

力
の
末
に
メ
ダ
ル
を
手
に

し
た
こ
と
に
大
変
感
動
し

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
市
報
ち

ち
ぶ（
10
月
号
）」が
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
県
内
市

の
部
で
特
選
と
な
り
、
全

国
大
会
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高

校
野
球
で
い
え
ば
甲
子
園
に
初
出
場
！ 

こ
の
結

果
に
驚
き
と
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
が
、
記
事
の
見

直
し
を
図
り
、
ペ
ー
ジ
数
の
削
減
に
努
め
る
な
か

で
の
評
価
を
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
＂
最
高
の
情
報
ツ
ー
ル
＂

と
な
る
よ
う
に
心
が
け
て
編
集
し
て
い
き
ま
す
。

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

３
月
14
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
秩 父 病 院
飯田整形外科医院

（内・小）
（外・内）

熊 木 町
下 影 森
宮 側 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－1801
☎22－3022
☎22－5770

３
月
21
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 市 立 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（内・胃）

熊 木 町
下 影 森
桜 木 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎24－5010
☎23－0611
☎23－9261

３
月
22
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
皆 野 病 院
光 病 院

（内・小）
（内）

　

熊 木 町
日野田町
皆 野 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎22－3000
☎62－6300
☎24－1234

３
月
28
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（小）

熊 木 町
皆 野 町
皆 野 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎62－4585
☎62－6300
☎52－3121

４
月
４
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（内・外）

　

熊 木 町
長 瀞 町
宮 側 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎66－2038
☎22－3022
☎22－3311

４
月
11
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
秩 父 市 立 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

　

熊 木 町
日野田町
桜 木 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－0043
☎23－0611
☎23－9261

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※詳しくは、秩父郡市医師会または藤岡多野医師会のホームページ

で確認できます。

埼玉県小児救急電話相談

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

かかりつけ医を持ちましょうPOINT

１

　かかりつけ医とは、身近にいて、
気軽に健康相談をしたり、病気の
初期的な治療をしてくれるお医者
さんのことです。普段の子どもの
様子を把握していて、病気だけで
はなく予防接種などの相談にも
のってくれます。

できるだけ診療時間内に
受診しましょう

POINT

２

　昼間、子どもの体調がおかしいなと思ったら、早
めに受診しましょう。休日や夜間の救急医療はあく
までも緊急事態に備えるためのものです。診療には

休日・夜間に具合が悪くなったときの
救急制度等を知っておきましょう

POINT

３

　医師会等の協力で、平日夜間小児初期救急診療体
制や休日急患当番医体制（左記参照）があります。
急な病気で困ったら受診しましょう。また、病院へ
連れて行こうか迷ったら、埼玉県小児救急電話相談

（♯８０００）もご利用ください。

診察には、子どもの症状や様子が
わかる人が付き添いましょう

診察を受けるときに持っていくと
便利なものを知っておきましょう

POINT

４

POINT

５

　いつから具合が悪いかや、発熱や体の痛み、食事
の状況、飲ませた薬などの説明ができる人が一緒に
行くと、診察がスムーズに受けられます。

・保険証、母子健康手帳、こども医療費受給資格証
等、診察券

・体温、症状を書いたメモ、飲んでいた薬、着替え、
タオル、紙おむつ、ティッシュペーパー、ビニー
ル袋、おもちゃなど

Ｄ地域医療対策課☎２２－２２７９

子どもの具合が悪いときの
上手なお医者さんのかかり方

医師以外にも検査技師、薬剤師、
看護師など多くのスタッフがか
かわっています。緊急の場合を
除き、体制が整っている通常診
療時間内に受診しましょう。

不法野外焼却は止めましょう！　黒煙・悪臭等で迷惑している人が増えています
快適な環境づくりのためには一人ひとりの協力が必要です21
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■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：15～14：00

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■予防接種 (集団) 
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ
Ｉ３月24日㈬13：15～14：00受付
Ｌ生後３か月～６か月未満
■育児相談
Ｉ４月５日㈪10：00～11：00受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定
■健康相談
Ｉ４月14日㈬13：30～14：30受付
Ｋ健康相談、血圧測定等　Ｍ健康手帳（お持ちの方）

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～13：45

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談（乳幼児)
Ｉ４月２日㈮９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定、赤ちゃん体操
■歯みがき教室 
Ｌ平成20年２月～４月生まれの幼児
Ｉ４月22日㈭13：00～14：00
Ｎ先着100人（予約制）
Ｋ歯科健診、ブラッシング指導、 
フッ素塗布
Ｅ４月15日㈭までに秩父保健センターへ（電話可）
※希望者のみ、計測・育児相談を実施します。
※当日、普段お子さんが使用している歯ブラシ・コップ・

タオルと母子健康手帳をお持ちください。
■予防接種（集団） 
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合
Ｉ４月16日㈮、５月14日㈮13：30～14：30
Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
※三種混合予防接種の第１期初回（１・２・３回目）の

接種間隔は20～56日です。必ず守って受けてください。

○ＢＣＧ
Ｉ３月19日㈮、４月26日㈪13：30～14：30
Ｌ生後３か月～６か月未満（３か月間）
※生後３か月を過ぎたらＢＣＧから！ 接種期間３か月

の間に受けられない場合はお問い合わせください。
■健康相談（毎月１回開催）
Ｉ４月16日㈮９：30～10：30受付
Ｋ健康相談、血圧測定等　Ｍ健康手帳（お持ちの方）
Ｅ前日までに秩父保健センターへ電話か窓口にて

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～13：45

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■予防接種（集団） 
○ＢＣＧ
Ｉ４月16日㈮13：15～14：00受付
Ｌ生後３か月～６か月未満
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
■育児相談・健康相談
Ｉ４月６日㈫９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定

■育児相談・健康相談
Ｊ大滝総合支所内　
※相談を希望される方は、電話でお申し込みください。

Ｉ４月８日㈭ Ｋ３歳児健診（Ｈ18．12月生）

　４月13日㈫ 　乳児（４か月児）健診（Ｈ21．11月生）

　４月14日㈬ 　１歳６か月児健診（Ｈ20．９月生）

　４月27日㈫ 　乳児（10か月児）健診（Ｈ21．６月生）

秩父保健センター ☎22－0648

日時　 場所　 内容　 対象　 持ち物　 定員　 費用　 申込み　 問い合わせ

※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてくだ
さい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。

■第４期麻しん風しん定期予防接種（集団）
Ｌ平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれの方（４
月１日以降、高校３年生相当の年齢になる方）
※実施日・会場等は保健センターカレンダーにて。該当

者へは４月以降個別通知でお知らせします。
■ゆりかご支援事業
　不妊治療のための補助事業（平成21年度分）は、申請
締切日が４月２日㈮です。お早めに各保健センターに提
出してください。なお、申請書や添付書類の確認等のた
め、３月中旬までに事前確認をお願いします。
■言語リハビリ教室
Ｉ・Ｊ３月９日㈫、４月15日㈭（秩父保健センター）、
３月23日㈫（吉田保健センター）、３月29日㈪（荒川保
健センター）、13：30～15：30
Ｌ40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聴いて理解す
る」ことなどでお困りの方とその家族
Ｅ詳しくは各保健センターへ
※会話の援助や楽器演奏をしてくださるボランティアの

方を随時募集しています。ご協力をいただける方は、
各保健センターまでご連絡ください。

吉田保健センター ☎77－1112

大滝保健センター ☎55－0102

荒川保健センター ☎54－2231

Ｉ３月19日㈮ Ｋ１歳６か月児健診（Ｈ20．７・８月生）

　３歳児健診（Ｈ18．10・11月生）

　４月16日㈮ 　４か月児健診（Ｈ21．11・12月生）

　10か月児健診（Ｈ21．５・６月生）

Ｉ３月24日㈬ Ｋ４か月児健診（Ｈ21．10・11月生）

　10か月児健診（Ｈ21．４・５月生）
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３・４月　保健センターカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

３/14 15 16 17 18 19 20
Ｐ両親学級② Ｐ健康相談 Ｐ４か月児健診 Ｐ10か月児健診

Ｓ健康相談
Ｐ両親学級③
Ｓことばの相談

ＰBCG予防接種
Ｑ１歳６か月児･３歳

児健診

21 春分の日 22 振替休日 23 24 25 26 27
Ｐ1歳6か月健診
Ｑ言語リハビリ教室

Ｓ４か月児・10か月
児健診

ＳBCG予防接種

Ｐことばの相談

28 29 30 31 ４/１ ２ ３
Ｓ言語リハビリ教室 Ｐ育児相談

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
Ｓ育児相談 Ｑ育児・健康相談 Ｐ３歳児健診

11 12 13 14 15 16 17
Ｐ４か月児健診 Ｐ１歳６か月健診

Ｓ健康相談
Ｐ言語リハビリ教室 Ｐ健康相談

Ｐ三種混合
Ｑ４か月児・10か月

児健診
ＱBCG予防接種

18 19 20 21 22 23 24
Ｐ歯みがき教室
Ｓ胃がん検診

Ｓ胃がん検診 Ｐ麻しん風しん予防
接種（高３相当の
方）

※「平成21年度 秩父市健康カレンダー」と、平成22年度版（今月号と一緒に配布）を併せてご活用ください。

■健康カレンダー配布の予告
　「平成22年度 秩父市健康カレンダー」を、市報３月号
と同時配布しました。各種がん検診のお知らせや、予防
接種等日程表が掲載されていますので、１年間大切に保
管してください。
　手違いでお手元に届かない場合等は、各保健センター
窓口にてお渡しします。
■各保健センター等で受けられる検診（集団検診）の申

込み（胃がん検診および乳・子宮頸がん検診）
　４・５月に実施する検診の申込みを４月１日～７日

（土・日･祝日を除く）９：00～12：00に各保健センター
で受け付けます。

各保健センター共通のお知らせ

Ｅ窓口または電話でお申し込みください。
※郵送による申込みはなくなりました。詳しくは健康カ

レンダーをご覧ください。
■胃・子宮・大腸がん・歯周疾患検診（個別）
　今年度の受付は３月５日㈮ですでに終了しました。
　平成22年度４月からの申込みは、１日～７日（土・日・
祝日を除く）８：30～17：15に各保健センターで受け付
けます。詳しくは健康カレンダーをご覧ください。
■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん
Ｌ第１期…１～２歳未満
　第２期…小学校就学前の１年

間（平成15年４月２
日～平成16年４月１
日生まれ）

※第２期該当者が無料で接種を
受けられるのは３月31日㈬ま
でです。ご希望の方は早めに
接種をしましょう。
○三種混合
Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
Ｋ初回…３回接種（間隔は20～56日）
　追加…１回接種（初回の３回目を接種した日から１年

～１年６か月の間に接種）

Ｐ秩父　Ｑ吉田　Ｒ大滝　Ｓ荒川
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３・４月の本庁舎　平日夜間窓口は、３月11日㈭・25日㈭、４月８日㈭です。
詳しくは５ページをご覧ください。

　１月24日、吉田小学校校庭で秩父市消防団
吉田大田方面隊の消防演習が行われました。
　今回は、文化財防火デーの一環として市指
定天然記念物の「大

お お け や き

欅」が落雷で出火したこ
とを想定。また、校庭北側では吉田分署員に
よる急傾斜地救助訓練も行われ、本番さなが
らの訓練に見学者の注目を集めていました。

　母親が高篠出身という佐藤克也さん（写真
左）が、現在の武甲山を見て思い立ち、市内
出身のデザイナー・池田泰幸さん（同右）と
自費出版した絵本などを市に寄贈されました。
　日本広告界の第一線で活躍する佐藤さんは、

「これまでの知識・経験を注ぎ込んだこの本を
通して武甲山の恵みに感謝し、山を大切にし
てほしい」と話していました。市では、小中
学校や図書館等に配布し、活用していきます。

　１月25日、荒川農村環境改善センターで、
荒川東小学校５年生の児童が、蕎麦打ちの体
験をしました。ふるさとの味伝承士３人の方
の指導により「こねる・のばす・切る」の作
業も上手にできていました。将来の蕎麦打ち
名人の誕生が期待できそうです。

小学生の蕎麦打ち体験

創作絵本『チチブの武甲さん』
100冊とDVD・CDを寄贈

消防各隊の連携と
警防技術の向上を目指して

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　　 Ｈkoho@city.chichibu.lg.jp

　秩父産の大豆とお米、大滝のおいしい水を
使用した、寒仕込みの味噌作りが大滝・大久
保で行われ、地域の味噌作りファンが集まり
ました。この寒仕込み味噌は、毎年、雑菌の
少ない１月から２月に仕込み、秋には生きた
麹
こうじ

入り味噌が食べられるそうです。

おいしい手作り味噌の寒仕込み体験

　２月14日、ミューズパーク周回コースを会
場に、秩父駅伝競走大会が開催され、過去最
高の10₃チーム、約600人の選手が参加しまし
た。雪の影響も心配されましたが、当日は晴
天に恵まれ、全チームが練習の成果を発揮し、
無事にゴールまでタスキをつなぎました。

一本のタスキに思いを込めて･･･
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